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■建築都市デザイン学部の新設について
既に大学HPや車内広告等でも告知されていますよう
に、2020年4月より本学の学部構成が大きく変わりま
す。長きにわたり同大の根幹を担ってきた工学部は
「理工学部」に、2007年開設の知識工学部は「情報
工学部」にそれぞれ改編・名称変更されます。さら
に、建築・都市工学の専門能力やデザイン能力を含む
問題解決能力を備え、社会の可能性を拡げることがで
きる人材の育成を目指し、「建築都市デザイン学部」
を新設、工学部から建築学科と都市工学科がこちらに
所属することになりました。これより、本学は来年度
より7学部17学科の体制となります。
建築学科は本学創設以来の歴史を持つ、最も伝統ある
学科の1つで、新学部に移ったからといって直ちに中
身が変わることはありませんが、大学全体の創立100
周年に向けた様々な改革や、社会の大きな変化の中
で、時代のニーズに対応した教育・研究を充実させる
よう、今後努力して参ります。

■「如学会と学科教室の連絡会」の新設について
本学科は、キャリア教育や就職支援の様々な場面にお
いて、平素より如学会の手厚いサポートを頂いており
ますが、夏期特別講義や就職説明会など、毎年行われ
る様々な催しの企画を持続・発展させるにあたって
は、新たな講師や相談員の発掘が重要になり、特に若
いOBOGの参加を促すには、学科教員との情報交換が
不可欠になってきます。そのようなことから今春、山
岡会長より「如学会と学科教員の連携をより強化した
い」とのご相談がありましたので、双方が意見を出し

合える「場」となるよう「如学会と学科教室の連絡
会」をつくることになりました。コアメンバーとして
学科からは各系列より1名ずつ選ぶこととし、まずは
大橋教授、西村教授、近藤教授、堀場教授、これに勝
又教授、鈴木技術員、主任として私が加わることにな
りました。6/12にはキックオフの会合と懇親会があ
り、10/2には2回目の会合も開かれました。これから
益々連絡会の場を活かして連携を図って頂きたいと思
います。（左の写真参照）
既述の通り、2007年東京電機大・未来科学部、2011
年工学院大・建築学部、2017年芝浦工大・建築学部
に続き、2020年の本学・建築都市デザイン学部新設
により、東京理工系4大学（４工大）全てで建築学科
が工学部を離れて新しい学部に移行します。これら
は、建築学科の独自性や存在価値に対する社会からの
期待が高まっていることの表れであります。今後とも
ご支援のほど、どうぞよろしくお願いします。

■台風19号の浸水被害について
この度の浸水被害では、大変なご心配をおかけしまし
た。現在、まずは復旧に向け大学をあげて取り組んで
いるところです。ただし、復旧だけでは今後再び襲っ
てくるであろう水害（今回は内水氾濫でしたが、もは
や外水氾濫も「想定外」とは言えなくなります）に対
応すべく、短期・中長期の改善も不可欠で、建築学
科・都市工学科のメンバーで「世田谷キャンパス水害
対策WG（主査：勝又教授）」を立ち上げることにな
りました。如学会の皆様の中にもこの分野にお詳しい
方がいらっしゃれば、お知恵を拝借できればと思いま
すので、ご助言等お待ちしております（学科の方にご
連絡頂ければ幸いです）。

Ⅰ．世田谷キャンパスの被災について

■既に各種の報道によってご周知のとおり、本学世田
谷キャンパスは台風 19 号による多摩川の氾濫と、そ
こへの更なる流入を防ぐために急遽堰き止められた丸
子川の氾濫、という重なる増水により、キャンパス内
の殆んどの校舎が浸水被害を受けました。
大学では、2週間の休校の後授業を再開、現在、被災
した建物の復旧工事を急いでいます。

一方、同じ世田谷キャンパスでは、等々力キャンパス
にある都市生活学部の移転のため、新校舎の新築工
事も急ピッチで進んでいます。（移転は再来年の 2021
年春を予定）
来年度からは、従来の工学部は理工学部となり、建築
学科と都市工学科（旧・土木工学科、都市基盤工学科）
は、新学部として新たに設けられる、「建築都市デザ
イン学部」に所属することになります。

こうした中、今回の災害は、「都市を研究する」東京
都市大学として、謂わば「禍い転じて福となす」千載
一遇のチャンスとしてポジティブにとらえ、建築都市
デザイン学部が中心となり、理工学部、都市生活学部、
環境・情報学部と、大学全体がひとつとなって、まと
まったチカラを示すときかと思われます。
三木千壽学長からも、今回の一件は、「都市」大学と
して、都市工学科が中心となって、被害状況の調査を
行い、その検証から、新たな都市災害に対し、地域の
核となる存在となるように、研究し、成果をまとめる
ように、との指示があったと聞いております。

Ⅱ．今後の如学会活動について

■浸水被害による「大学 90 周年記念事業の中止」、「世
田谷祭（大学祭）の中止」に伴い、「建築 1〇〇人展 
2019・大学祭」の中止も余儀なくされましたが、年
明けの 3月 7日 [ 土 ] から 15 日 [ 日 ] までの「建築 1
〇〇人展 ・浅草展」は開催します。[ 本誌 (p.12-p.13、
p.24) 参照 ]
災害の 1週間後に迫っていた「後期進路ガイダンス
2019」は急遽、横浜キャンパスに会場を移しながらも、
例年以上の多くの企業のOB･OG や就職希望の学生さ
ん達で、無事盛況裡に開催されました。直前の状況か
らは開催に悲観的な見方もありましたが、結果に安堵
すると共に、熱心に来訪して下さった企業の同窓生各
位には、この誌面をお借りして、篤く御礼申し上げます。

■忙しかった今年度の如学会行事もほぼ終りに近づ
き、年明け早々からは、いよいよ如学会組織の現体制
が最終年として、仕上げと引き継ぎの年としての準備
段階となります。その間、ボランティアとして大変な
努力とご苦労をされた執行部の面々や常任理事の各位
には、感謝以外の何物でもありませんが、引き継ぎの
次の新体制にもお願いする方々や、引退し交代される
方々、新規に加わっていただける方々など、今後の人
選も進めていかなくてはなりません。自薦、他薦、い
ずれでも、私共と共々知恵を絞り、汗を流して下さる
仲間を募っております。是非、お申し越し下さい。歓
迎いたします。

山岡嘉彌

如学会会長

（S46 卒）
如学会の活動報告 小見康夫

建築学科主任教授

建築学科の近況告

TOPICS

　６月１日、渋谷エクセルホテル東急（東京・
渋谷）で開かれた２０１９年度定期総会の後、
東京急行電鉄で渋谷の開発事業を手掛ける西澤
信二氏（Ｓ５９卒）が「エンタテイメントシティ
ＳＨＩＢＵＹＡの実現に向けて～渋谷ヒカリエ
から始まる街ブランディングへの挑戦～」をテー
マに講演した。渋谷ヒカリエ（２０１２年）や
渋谷キャスト（２０１７年）、渋谷ストリーム
（２０１８年）などの開発を担当してきた西澤氏
は「駅中心の５街区が完成し、大規模なインフ
ラ整備が終わる」と説明。その上で「広域渋谷
圏を舞台とした世界からも注目される新しい街
づくりが新たにスタートする」と語った。

　東急電鉄は延べ約１０４キロの鉄道沿線にあ
る９８駅を拠点に都市開発事業を展開している。
交通、不動産、生活サービスの各事業が有機的・
螺旋的につながり、新しい生活価値を創造し沿
線価値の向上を目指している。西澤氏は「訪れ
たい街、働きたい街、住みたい沿線をつくる。
快適な都市生活環境を提供し続けることで街全
体のブランド価値を高めていく」と強調した。

品はマーケティングデータに基づき企画され、
デザインというソリューションにより商品（形）
になる。商品がお客様に評価されることでブラ
ンド価値が高まる。そして運営を通して新たな
マーケティングデータが蓄積される」と説明。「開
発と運営が一体となってマーケティング、デザ
イン、ブランディングのサイクルを回すことが
重要だ」とした。

　西澤氏は東急グループの渋谷開発の歴史を紐
解きながら、「エンタテイメントシティＳＨＩＢ
ＵＹＡ」の実現を目指し、渋谷の街全体のブラ
ンディングに挑戦するプロジェクトを紹介した。
その初弾となる渋谷ヒカリエのコンセプトは「街
をつなぎ、人と人との時間をつなぐ」。渋谷の街
づくりは「谷を克服し、文化を発信する」とい
う東急文化会館開業時から６０年以上も変わら
ない東急グループの渋谷の街づくりのコンセプ
トを基にプロジェクトが進められており、西澤
氏は「現在の渋谷の開発もベースはここにある。
東急文化会館のＤＮＡを継承して進化している」
と説いた。

　街の持つ特性、強み、立地を最大限に生かし
た開発を推進するため、「谷を活かし克服するこ
とで『２軸４象限』に分断された特色ある各エ
リアと、感度の高い周辺の街をつなぎ『広域渋
谷圏』（Ｇｒｅａｔｅｒ　ＳＨＩＢＵＹＡ）を形
成する」との考え方を説明した。
　さらに「街を変えるのは人。創造活動を刺激
する空間を創出し、ＩＣＴ（情報通信技術）産
業やクリエーティブ・コンテンツ系企業の人た
ちに集まってほしい」と呼び掛けた。劇場やホー
ルなどエンターテインメント施設の充実を通
じて「人と人の時間をしっかりつなぎ、新し
い情報文化を世界に発信できる街にしたい」
と語った。

　渋谷駅周辺開発は都市再生緊急整備地域に指
定（２００５年１２月）されたことで大きく前
進した。渋谷ヒカリエは都市再生特別地区とし
て都市計画決定（２００８年３月）され、容積

　本年度に始動した新中期経営計画は、サステ
ナブルな▽街づくり▽企業づくり▽人づくり―
の三つを基本方針に据えた。西澤氏は「ここで
終了ではなく、将来への事業の継続を重要な課
題として掲げた」と説明。快適な都市生活環境
を提供し続けるため、「できるだけ多くのお客様
のすてきなシーンを鮮明にイメージすることか
ら始まる。シーンを連続させることで空間が生
まれ、施設や街が誕生する。お客様視点で街づ
くりを進めている」との方針を示した。

　建築家やデザイナーなどとのコラボレーショ
ンを通じて、「空間づくりには人間の持つ発想力
を大切にし、プロジェクトに注がれる人間のエ
ネルギーの総量、人間力を最大限に高めること
が最も重要だ。人間力が時代を生き抜く商品価
値の高い建築空間を創り出していく」と振り返っ
た。開発に続いて運営にも携わった経験を踏ま
え「お客様に快適な時間を提供するこの空気感
こそが、開発と運営により生み出されたブラン
ド価値となる」と力を込めた。
　商品企画力が必要不可欠と強調した上で、「商

如学会講演会
於：渋谷エクセルホテル東急

講 演

西澤 信二 氏
東急株式会社 渋谷開発事業部

「エンタテイメントシティ渋谷の実現に向けて」

街をつなぎ、人と人との時間をつなぐ レポート● 山口 裕照（H10 卒）
　　　　　日刊建設工業新聞社　　　　　

率は１３７０％（５５５％割増）。西澤氏は「国
の大きな動きが事業を加速してくれた」と振り
返り、特区となって実現できた歩行者ネットワー
クなどを紹介した。
　続いて渋谷キャストや渋谷ストリーム、渋谷
ブリッジといったプロジェクトを解説。１１月
に開業予定となっている「渋谷スクランブルス
クエア」は高さ２３０メートルのメインタワー
となり、最上階に屋外展望施設があるのが特徴
だ。１２月開業予定の「ＳＨＩＢＵＹＡ　ＦＵ
ＫＵＲＡＳ」、２０２３年開業を目指す「渋谷駅
桜丘口地区開発計画」を紹介しながら、「渋谷駅
を中心とした約１００万平方メートルの街が誕
生する。ビルの機能だけでなく、インフラがい
かに整備されているかも見ていただきたい」と
述べた。

　エンタテイメントシティＳＨＩＢＵＹＡを実
現するため、西澤氏は「クリエーティブワーカー

に選ばれ続ける街づくり」をポイントに挙げた。
新しいアイデアを生み出すクリエーティブワー
カーにはオフィス空間にとどまらず、創造活動
の舞台となる環境、街づくりがますます重要に
なるとした上で、「アクティビティーが自然に生
まれる余白を残した街づくりが大切だ」と力を
込めた。

新しいビジネスが生まれる創造活動を刺激する
舞台の創出もポイントの一つに挙げ、「その舞台
を演出する『総合プロデュースチーム』が未来
の渋谷を創るだろう」と強調。駅中心５街区が
完成し大規模なインフラ整備が終わり、広域渋
谷圏を舞台として世界からも注目される新しい
街づくりが始動するとし、「谷地形がつながり、
周辺の街とつながることによって面白い街づく
りができる。これからはハードだけでなく、ソ
フトも含めた街づくりの本格的なシーンに入っ
ていく」と語った。

（東急HPより）｢如学会と学科教室の連絡会」（第 1回 6/12､第 2回 10/2 実施 )
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「建築環境学 外論」レポート

世田谷キャンパス（工学部）と横浜キャンパス（環
境情報学部、環境学部）で教鞭を執った宿谷昌則
教授の「最終（再習）講義」が、３月２３日に横
浜市都筑区の横浜キャンパスで開かれた。テーマ
は「建築環境学　外論―エクセルギー研究とその
教育から見えてきたこと―」。建築環境学の「外」
に飛び出し、挑戦し続けてきた３４年間の研究・
教育活動を振り返るとともに、「建築環境学を広げ
る。まだまだ面白いことがたくさんある」と笑顔
で語った。

　建築環境を身近な環境という宿谷氏は、人が建
物の中で過ごす時間について「人生９０年として
８０年以上、人生１００年だと９０年以上となる」
と説明。一般の人だけでなく建築の専門家もこう
した認識をあまり持っていないと指摘し、「当たり
前で見過ごしがちだが非常に大事なことだ。この
分野の学問を『建築環境学』と呼んでいる」と紹
介した。

　専門分野の建築環境学の「外」に飛び出した宿
谷氏。「物理の概念として保存されるエネルギーが
消費されるのは厳密に考えるとおかしい。ここを
きちんとやろうと思った」ことがきっかけで、物
理学の「エクセルギー」の研究を始めたという。
　本学に着任して２年目の１９８６年、物理学
者の押田勇雄上智大学名誉教授（１９１４～
１９８８年）のエクセルギー研究会に参加。その
資料の中で、計算間違いがあるのではないかと押
田氏に手紙で尋ねた。「すぐに返事をいただき、間
違っていたとつづられていた。先生の人柄に触れ
て感激したし、７２歳で真剣にこれからどうして
いくかを考えている姿勢に非常に感銘を受けた」
と振り返った。

　宿谷氏は卵からヒヨコにふ化する過程を引き合
いにパッシブ型技術、アクティブ型技術それぞれ
の原形を解説し、「環境技術の原形が自然界の中に
ある。それをちゃんと見て、考えることが大事だ」
と説いた。

　さらに地球環境問題やエネルギー問題を引き起
こしている要因について、「パッシブ型技術を捨て
て、アクティブ型技術に頼りすぎた」と持論を展開。
建築の環境をつくるには「パッシブ型技術が基本。
パッシブ型技術を活かすアクティブ型技術をどう
つくっていくかが大きなテーマだ」と力を込めた。
　建築環境をつくる技術を地球全体で考えるため、

身体（体内環境）、建築環境、都市環境、地域環境、
地球環境、宇宙環境といった「環境の入れ子構造」
を紹介。１年（四季）のリズムや、１日のリズム
といった環境の変化に応じて人間は「明るい」「暗
い」「暑い」「寒い」などを感じると説明した。
　光、熱、空気、湿気の振る舞いをパッシブ、ア
クティブのハード技術で考える「空間デザイン」と、
住まい方に関するソフト技術を考える「時間デザ
イン」があると解説。空間の議論に比べて、時間
を顕在化させた議論があまり行われていないと指
摘し、「空間デザインと時間デザインを一緒に考え
てほしい」と呼び掛けた。

　宿谷氏は建築環境と知覚情報の関係性を説きな
がら、「建築の環境は人間の体の延長だと考えてい
る」と強調。加えて「自然は体の外側にあると思っ
ているけど、実は内側にもある」との見解も示し、
「私が（電灯照明を使わず）暗い研究室で仕事をし
ていると思った方もいるでしょう。それはお日様
の光のリズムを大事にしているから。主観だが電
灯照明だけの日は疲れるし、よく眠れない」と話
した。

　「エネルギー問題という時のエネルギーとは、実
はエクセルギーである」という宿谷氏。自然現象
として必ず拡散が生じているとした上で、「エクセ
ルギーとは『拡散を引き起こす能力』だと説明す
るのが深層に近い。もう一つは消費を厳密に定量
化できることだ」と説いた。さらに「拡散を表現
するには『エントロピー』の概念が必要になる」
とも述べた。

　「エネルギーには、まだ拡散していないエネル
ギーと、既に拡散したエネルギーがある。拡散し
たエネルギーにはエントロピーが関わっている。
エネルギー全体のうち拡散したエネルギーを引き
算すると、拡散していないエネルギーが残る。実
はこれがエクセルギーとなる。この式を導いて、
エクセルギーの値を計算できるようになった」。

　物理学のエクセルギーという概念を取り入れて、
人体を含む建築環境の成り立ちの解明に向け研究・
教育活動を展開してきた。「人体のエクセルギー消
費の速さと冬の室内環境」や「人体のエクセルギー
消費の速さと夏の室内環境」など、得られた知見
を解説。冬には適切な断熱により「温」放射エク
セルギーを放出させやすくしたり、夏には外側日
除けにより「温」放射エクセルギーの出力を減ら

1953 年東京生まれ。1976 年早稲田大学理工学部
建築学科卒、1982 年同大大学院建築学専攻博士課
程終了。工学博士。1983 年日建設計を経て、1985
年武蔵工業大学（現・東京都市大学）工学部講師、
1995 年工学部教授、1998 年環境情報学部教授。学
部では工学部 213人、環境情報学部・環境学部196
人の卒業生を輩出。大学院では工学専攻49人、環境
情報学専攻46人。うち博士課程で8人を育てた。

宿谷先生の最終講義に研究室OB・OGでなにか貢
献したいという想いから、よくある最終講義＋懇
親会とは異なる趣向の会を先生に提案しました。
最終講義の１年半ほど前のことです。宿谷先生は
権威主義も湿っぽい会もお嫌いであることをわれ
われは知っていますので、再び先生に習うための
講義 “ 再習講義 ”、そしてゼミ形式で研究室を振り
返る会“再習ゼミ”を宿谷先生に提案しました。「最
終」ではなく「再習」という当て字を用いたのは、
「宿谷先生の講義（講演）が最終になるはずがない。
最終になってたまるか」という想いからです。わ
れわれのこのような提案に宿谷先生から快い賛同
のお返事をいただきましたので、参加者全員で楽
しめるような再習ゼミを、宿谷研OB・OGの有志
主催で実施しました。

　再習ゼミは、宿谷研のエピソード群を研究室
OB・OGや外部応援者の方に “プレゼ ”してもらい、
宿谷先生に講評していただく――という内容の企
画でした。

　研究室創生期のエピソードでは、冬季に研究室
の天井に生じた結露水が落ちてきて原稿を濡らし
てしまったことや、ソフトボール大会で先生が見
せた負けず嫌いの一面が紹介されました。東京都
市大学の横浜キャンパスはエコキャンパス（宿谷
先生監修）の先駆例なのですが、それとは大違い
の劣悪な熱環境のもとで建築環境の研究室である
宿谷研が始動したことに、参加者のみなさんが驚
いていました。

　エクセルギー研究の草創期に関するエピソード
では、宿谷先生と大学院生達とが、未解明の現象

し「冷」放射エクセルギーを出力させやすくした
りと、人、建築環境、熱の振る舞いの関係性をエ
クセルギーを通じて説いた。

　地球環境についてエクセルギー収支を改めて計
算したところ、「太陽からの日射エクセルギーと、
宇宙からの冷放射エクセルギーの二つで、気象の
動きや生物の営みが行われている。地球は熱源と
冷源の二つで回るようにできていることが分かっ
た」という。

　宿谷氏はこれまでの研究・教育活動を振り返り、
「多くの人が手を付けていない学問が残っていたと
いう印象が強い。マイペースで研究ができ、借り
物ではない学問をつくることができたかなと思う。
自分の頭で考え、判断し、行動する。そういう力
を培うことが大事だ」と強調した。
　東日本大震災が起こる前までの１７年間、国が
子どもたちなどを対象に、原子力や放射線をテー
マにしたコンクールを行っていたと問題を提起。
「自分の頭で考え、こうしたことに鈍感であっては
いけない。それは未来の人たちに対する、われわ
れの責任だ」とメッセージを送った。
　定年後について宿谷氏は、「あまり変わらないけ
ど建築環境学を広げ、もっと面白くする。『真』（科
学）、『善』（技術）、『美』（芸術・文学）を持って
学問をやっていきたい。建築環境学外論はまだま
だ続く」と締めくくった。

図：環境空間の入れ子構造

上図では、表面温度約 5700℃の太陽から家や人を経由して
－ 270℃の宇宙環境への「流れ」を表している。この「流れ」
をエクセルギー・エントロピー過程と考えることができる。
私たちの身体を含む様々な系は、エクセルギー・エントロ
ピー過程という「流れ」の中に形態を創り出し働きを営ん
でいる。

宿谷昌則 教授 最終 ( 再習 ) 講義

（H10. 建卒 ･ 日刊建設工業新聞社）

宿谷昌則先生の「再習ゼミ」

に対して毎日議論しては理解をあらため、深めて
いくという日常が紹介されました。未知の奥深い
テーマを解明していきたい――そう願う先生と大
学院生達とが、長時間にわたる議論を毎日繰り広
げている様子がありありと再現されました。幸福
な研究の時間の一部を参加者も追体験しました。
研究が進展していくと宿谷先生の研究と先生ご自
身に対するファンが増えることになり、宿谷先生
を講師に迎えた社会人向けセミナーが研究室の外
部の方によって企画されることになりました。そ
の一つであるオイコスセミナー（事務局：西田信
子さん）の活動紹介では、研究室の外にもおもし
ろく楽しい宿谷ワールドが拡がっている様子を
お聞きしたわけですが、それとともに学生達がい
かに楽しそうに研究を進めていたか、宿谷先生が
いかに教え子達に敬愛されているかも紹介され
ました。

　最後に、宿谷先生の大学教員としての活動を奥
様の託子さんに講評していただきました。奥様は
先生の講義を聴講するのは実は今回がはじめてだ
そうで、とても面白く楽しい内容に深く喜ばれて
いるご様子でした。また、ご令嬢である悠美さん
からは、趣味のようにご自宅で勉強している宿谷
先生のお姿をご紹介していただきました。
　余談になりますが、ある参加者の方と後日お会
いした際に「登場するOB・OGの一人ひとりが個
性的でありながら全体が調和して一つの大きなま
とまりになっている。これがまさに宿谷研だと感
服しました」という感想をいただきました。「自分
の頭で考えることは楽しい。だから “常識 ” や権威
に流されることなく自分の頭で考えよう」という
再習講義のメッセージが、再習ゼミを運営する私
たちOB・OGにはからずも表れていたようです。

　宿谷先生は、出版されたばかりの著書 “Bio-
climatology for Built Environment” (CRC Press) を
再習講義の場でご紹介していたほどで、まだまだ
建築環境の研究を進めていくバイタリティーに満
ち溢れているご様子です。そのような、飛びぬけ
て優れた研究者である宿谷先生に、いまだに温か
く接していただいている幸福を感ぜずにはいられ
ません。これからも宿谷先生に再び学び、その教
えを自分なりにかみしめて仕事を深めたい、人生
を歩んでいきたいと思います。

（H03. 建卒 ･ 東海大学工学部建築学科教授）

高橋 達（たかはし・いたる）

東京都市大学教授
SHUKUYA Masanori

宿谷 昌則 氏

山口 裕照（やまぐち・ひろてる）

懇親会

最終（再習）講義
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□ 実施プログラム

第 1部 第 2部業種別仕事紹介 13:00-15:45　　4号館建築学科棟 1階「製図室」
学科教室の先生から就職の流れ、大学院への進学手順の説明の後、以下の業種について OB・OG の 16 人の
講師の方々から概略をお話しいただきました。業種別１講師８分（入れ替え時間込み１０分）で「パワーポイント」に
て所属する「業種・業界」の紹介と「自分が会社に就職してからこれまでに得た “人生を通してのキャリア ”」等につい
て学生に語ってもらいました。

企業別仕事紹介 15:00-17:00　　4号館 2階「学生ホール」
OB・OGの方々と直接お話をしていただきます。これは学生の皆さんにとって生の情報を得られる貴重な場となると思います。
なお、各ブースはできるだけ多くのOB・OGと交流をいただくために最大 10 分程度毎の入替制を予定しています。

第 2部 懇親会 17:00-18:30　　会場：1号館 4階「ラウンジ・オーク」
立食形式の懇親会で、第 1部講師の方々と更にフランクな形で質疑応答を続けることができました。

お問い合わせ：如学会進路ガイダンス委員会委員長　斉藤博（S44）　Mail： toshibunka@t-lx.co.jp

■ 日　時：　2019 年 6 月 19 日［水］14:00 ～ 18:30
■ 場　所：　東京都市大学　世田谷キャンパス

■ 開催の主旨

今年度の「進路ガイダンス」は、２部構成として開催日を分け 6月＋ 10
月開催と大きく変更させていただくこととなりました。これまでの第１部
「業種別仕事紹介」を 6月に前倒しで実施、第２部「企業別仕事紹介」を
10 月開催と分けて実施致しました。
6月に開催しました「前期進路ガイダンス」は「業種別仕事紹介」として
8月に学生が研究室を決める前に「自らのキャリアデザインの選択」に先
立ち「人生設計・事項適正資質の分析等、自らが良く考え、進路を決断す
る参考にしてもらうこと」を主旨としております。
10 月の「企業別仕事紹介」は、直接OB・OG各企業の概要を知り、親身になっ
て相談に乗っていただける場でもあります。

進路ガイダンス委員長　斉藤 博

第 1部 企業プロモーションビデオ紹介 17:00-18:30　　会場：4号館 1階「学生食堂」
2分間程度のビデオで各企業による紹介が放映され､ 多くの学生さんが視聴しました。

第 3部

参加企業　2019 年度参加社 -84 社

□ 実施プログラム

後期進路ガイダンス

後期進路ガイダンスは急遽会場を変更し、
「横浜キャンパス・学生食堂、学生ホール
で行われた。

面談風景

面談風景

面談風景面談風景企業プロモーションビデオを視聴企業プロモーションビデオを視聴

受付

企業プロモーションビデオを視聴

4号館入口

懇親会懇親会

受付

企業プロモーションビデオを視聴企業プロモーションビデオを視聴

懇親会 17:10-18:30　　会場：4号館 1階「学生食堂」
冒頭に小林茂雄就職担当教授より、本年の就職状況の説明あり。懇親会は立食形式で、第 2部で話し足りなかったことを
更にフランクな形で積極的に質疑応答を行いました。

各社資料配布懇親会

懇親会懇親会

業種別仕事紹介業種別仕事紹介業種別仕事紹介

業種別仕事紹介業種別仕事紹介

業種別仕事紹介業種別仕事紹介

前期進路ガイダンス会場：４号館建築学科棟

前期進路ガイダンス

台風の影響で世田谷キャンパスが機能不全となり、「90 周年記念式典」を
はじめ、「建築１００人展・大学展」が中止となりました。こういう状況で、
今年の「後期進路ガイダンス」は急遽横浜キャンパスで開催しました。休
講中であり他のキャンパスで実施することで学生が集まるのかが不安材料
でした。杞憂に終わり、参加学生 149 名、昨年の 91 名を遥かに超える人
数でした。他キャンパスからも 35 名が参加してくれました。大学の校友・
後援会連携室の深山氏、横浜キャンパス学生支援センターの島田氏と金谷
氏、等々力キャンパス学生支援センターの和田氏と北村氏そして校友会学
支援委員会で活動を共にしている機械工学科の白木教授にご尽力いただき、
多大な成果を上げることができました。この場を借りて篤くお礼を申し上
げます。

事業局長　丹羽 譲治

■ 日　時：　2019 年 10 月 23 日［水］13:30 ～ 18:30
■ 場　所：　東京都市大学　横浜キャンパス

進路ガイダンス準備会

前期進路ガイダンス

後期進路ガイダンス

東京都市大学建築学科同窓会・如学会主催

進路ガイダンス 2019　盛大に開催
第 7回　進路支援プログラム

OB･OGによる

■ 日　時：　2019 年 8 月 28 日［水］14:00 ～ 18:30
■ 場　所：　ディナ ･ギャンドス（港区 ･住友クラブ系レストラン）
■ 参　加：　企業関係者数：45 名（学生なし。OB･OG他社会人のみ）

来賓 4名、如学会役員 10 名
小林茂雄

就職担当教授挨拶

相越信秀
鉄建建設取締役挨拶

住住田曉弘
学生支援部・部長挨部長挨拶

小見康夫
主任教授挨拶

「後期進路ガイダンス」に先駆け、8月には、その「準備会」を例年通り開催。
各企業OB･OG から、ガイダンスに関する直接的な意見を聞く場を設けま
した。小見康夫主任教授、小林茂雄就職担当教授からのご挨拶と住田曉弘
学生支援部・部長から社会全般の景気から企業の趨勢分析、及び本学の建
築学科に至るまでの、就職状況の詳細なデータをもとにした、密度の高い
充実したレクチャーをお聞きすることができました。 満員で盛況な準備会会場

■ 参　加： 企業数：   15社 
 学生数：   世田谷キャンパス学生：95名

■ 参　加： 企業関係者数： 83社 178名 
 学生数： 総数 149名（昨年 91 名）
  世田谷キャンパス学生：114名 ( 昨年 91 名 )
  横浜、等々力キャンパス学生：35名
  参加学生昨年比：163パーセント

特別協賛： 建築資料研究社 
協　　賛： 旭ビルウォール、大本組、五洋建設、佐藤工業、三晃金属工業、ジーク、ジェイアール東日本都市開発、須賀工業、鈴与三和建物、スターツ CAM、総合資格、大成建設、

大成ユーレック、髙松建設、巴コーポレーション、鉄建建設、東洋建設、東洋熱工業、東畑建築事務所、戸田建設、成田国際空港、日建ハウジングシステム、日新工業、
日本管財、ノザワ、ピーエス工業、不二サッシ、フジタ、三上建築設計、三橋設計、安井建築設計事務所 （五十音順）

（企業出展）
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特別養護老人ホーム『花子』内覧会
設計：栗田祥弘建築都市研究所

REPORT

　花子は、ＪＲ豊田駅から北に徒歩 10 分ほどの
ところに建設された。

　ＵＲ都市機構のルネッサンス計画 2－多摩平
の森を抜けると、日本茶のお濃茶から抹茶、煎
茶と段階的に階ごとに塗り分けた、緑色の外壁
が先ず目に飛び込んでくる。

　足元周りはランドスケープデザイン：ノハラ /
高橋とのコラボレーションによる “ 四季折々を
楽しめる ” をコンセプトに、自然な曲線の小道
と、流氷のように割られたコンクリートの間に
植栽を入れた外構が建物テラスと一体化され程
よい広がりを作り上げている。

　建物に近づくと、外壁（ジョリパット仕上げ）
のテクスチャーに変化を持たせ、各室の空調室
外機を黒色の立て格子で隠すといった細やかな
設計対応が見て取れる。
1階：シンボルツリーの枝垂れ桜の脇を抜け玄
関に入ると、分節化された施設の中庭からの外
光が入る明るいロビーラウンジに出る。このス

ペースは地域交流スペースとしても利用される
ように計画されるとのこと。会議室、地域連携
スペース、施設用託児室の各個室が奥に配置さ
れている。

　色分けされたサインはひらがな / たて書き表
記で、新鮮なイメージに加え、和モダンの印象
を受けた。トイレサインピクトはヒト型をシル
エットに枠取りしたデザインでかわいらしい。

　南面のデイサービスセンターは受付事務に直
結し職員の目配りがスムースに行える配置と
なっている。

　2階・3階：ユニット型特養の個室（約 11㎡）
が並び、<ふじ >等の階表記・ユニットごとに
<すいせん >等の花の名前が色分けされたひら
がなサインが付き、自分の居場所がわかるよう
になっている。このテーマはさらに各個室の扉
の壁紙を変え部屋の中の壁の一面を同じ壁紙で
仕上げ、共同利用の中での個室感を強調したつ
くりになっている。

記：  新居  仁

（S48 卒・新居仁デザイン・HAD）

　共同トイレは個室の並びより少し前に出し、
テーマ色の深緑に塗られ視認性を高めている。
ユニット個室の間にある食堂は南北に抜け、光
や風を感じられるようなデザインでまとめられ
ている。

　4階 : 従来型の多床室は隣接室とのつながりを
欄間のような開口を設けることで処理し、個室
感を出す工夫が施されている。

　東京都のデザインカラーコード、UR都市機構
の多摩平の森エリアでの建物として多くの協議
を重ね、本施設の事業者である隣接病院の理解
も得て出来上がった計画は、今までにないカラー
コードを地域の風景と一体化させるといった設
計者の意欲的な取り組みが見られ、充実した施
設内覧会であった。

　2012 年グッドデザイン賞受賞の「ゆいまーる
食堂」など周辺散策もお勧めする。

2019.03.21

既存枝垂桜を生かした散策路からエントランスにつながる西側外観

エントランスホールサイン計画

2019 年 9月 21 日［土］－ 26 日［水］

「ＴＣＵ学生・ＴＡＰ留学中の２大学を訪ねて」
東京都市大学留学生を激励し、美しいパースとシドニーを観光、

オペラハウスでミュージカルを堪能

週末３連休利用：オーストラリア 3泊 6日 (機中 2泊 ) 弾丸ツアーレポート
主催：東京都市大学建築学科同窓会・如学会　　　共催：柏三水会

宇野美智子氏（S54・英語英文卒／カンタスオーストラリア航空 元・CA･ 校友会常任幹事）同行

ANA 直行便開通記念

エリザベスキー地区（パース中心街）

エディス・コーワン大学 ･TCU 留学生

マードック大学･TCU留学生ＴＡＰ留学先：マードック大学（パース市）

ＴＡＰ留学先：エディス・コーワン大学（パース市）

エディス・コーワン大学･留学生

■参加者リスト（計 12名）
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エディスコーワン大学・正面入口（写 ･9）

エディスコーワン大学・図書館（写 ･10）マードック大学・庭園（写 ･13）

思い思いの場所で学習・廊下（写･14）

マードック大学（写 ･15）キングスパーク（写 ･16）

Ｕ
文
具
類
）
を
、
ベ
ッ
キ
ー
さ
ん
、
ダ
イ
ア
ン
さ
ん
に
託
し
て
、
キ
ャ
ン
パ

ス
を
後
に
し
た
。（
写
・
8
）

・
午
後
は
パ
ー
ス
を
一
望
で
き
る
「
キ
ン
グ
ス
パ
ー
ク
」（
写
・
16
）
へ
向

か
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
世
界
の
半
数
以
上
の
ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー

12,000

種
が
自
生
し
て
お
り
、
こ
の
季
節
は
キ
ン
グ
ス
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
て
い
て
、
花
々
の
競
演
を
楽
し
め
る
。

・
パ
ー
ス
市
内
の
新
旧
建
物
を
視
察
し
た
。

「
パ
ー
ス
図
書
館
」（
写
・
17
）
は2016

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ま
だ
新
し
い

建
物
で
、
４
階
の
中
央
に
は
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
周
り
は
子
供
た
ち
だ
け
が
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
で
、
ダ
ン
ス
の
練
習
を
し
た

り
し
て
い
た
。
市
内
中
心
の
「
キ
ン
グ
・
ス
ト
リ
ー
ト
」、「
ロ
ン
ド
ン
コ
ー

ト
」、
な
ど
を
視
察
。

・
夕
食
は
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
デ
ル
フ
ィ
ー
」
で
、
ワ

イ
ン
と
オ
ー
ジ
ー
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ200

グ
ラ
ム
を
楽
し
ん
だ
。

・
パ
ー
ス
空
港
か
ら
弾
丸
ツ
ア
ー
の
醍
醐
味
で
あ
る
、深
夜
便「
レ
ッ
ド
ア
イ
」

と
呼
ば
れ
る
フ
ラ
イ
ト
で
シ
ド
ニ
ー
に
向
か
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸

は
広
い
の
で
、
西
東
へ
の
移
動
は
飛
行
時
間
４
時
間
20
分
も
か
か
る
。
今
日

の
歩
数
は
、
約18,000

歩
。
な
ん
と
い
う
こ
と
か
、
バ
ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー

の
ゴ
ー
ド
ン
さ
ん
は
御
年
88
歳
！
だ
っ
た
。

４
日
目
（
９
月
24
日
・
火
曜
日
）

・
早
朝
６
時
15
分
に
シ
ド
ニ
ー
到
着
。
夜
行
便
で
皆
様
や
や
疲
れ
気
味
。
連

日
お
天
気
に
恵
ま
れ
て
い
て
、
今
日
も
青
空
が
す
が
す
が
し
い
。
ガ
イ
ド
の

千
穂
子
さ
ん
の
お
迎
え
で
、空
港
近
く
の
パ
イ
の
店
「
パ
チ
ェ
ッ
ト
パ
イ
ズ
」

で
軽
く
朝
食
を
取
っ
た
後
、
シ
ド
ニ
ー
市
内
へ
向
か
う
。

・
シ
ド
ニ
ー
の
交
通
渋
滞
は
深
刻
で
、
一
度
廃
止
に
な
っ
た
路
面
電
車
を
再

度
建
設
中
だ
が
、
こ
れ
で
渋
滞
が
解
消
す
る
と
は
思
わ
な
い
と
ガ
イ
ド
の
千

穂
子
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
た
。
今
日
は
ス
ム
ー
ズ
に
市
内
へ
車
は
進
み
、
パ

デ
ィ
ン
グ
ト
ン
の
街
並
み
を
通
り
、眺
望
抜
群
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る「
ミ

セ
ス
・
マ
ッ
コ
ー
リ
ー
ズ
・
ポ
イ
ン
ト
」
へ
到
着
。
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
と
ハ
ー

バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
の2

大
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
同
時
に
眺
め
ら
れ
る
の
で
、
人
気

の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。（
写
・
18
）

・
ガ
イ
ド
千
穂
子
さ
ん
の
臨
機
応
変
な
対
応
で
、
急
遽
「
ハ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ

ジ
」を
渡
り
、「
ミ
ル
ソ
ン
ズ
ポ
イ
ン
ト
」へ
向
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
利
用
し
て
、
ハ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
に
上
が
り
、
歩
道
を
少
し
歩
い
て

み
た
。
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
ハ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
６
車
線
の
車
道

と
歩
道
、
２
本
の
線
路
が
あ
る
。

・
さ
て
、今
回
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
も
あ
る
「
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
」（
設

計
・
ヨ
ー
ン
・
ウ
ッ
ツ
ォ
ン
）（
写
・
19
、
20
）
の
日
本
語
ツ
ア
ー
に
参
加

し
た
。
日
本
語
ツ
ア
ー
の
人
気
者
た
か
よ
さ
ん
が
ガ
イ
ド
で
つ
い
て
く
だ
さ

り
、
歴
史
、
設
備
、
建
築
に
関
す
る
裏
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
一
番
大

き
な
「
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
」
も
見
学
で
き
た
。（
写
・
24
）
14
年
の
歳
月

を
か
け
て1973

年
に
完
成
し
た
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
は
シ
ド
ニ
ー
湾
に
映
え
て

と
て
も
美
し
い
。（
写
真
）

・
そ
の
後
、「
オ
ー
ロ
ラ
プ
レ
イ
ス
」（
設
計
・
レ
ン
ゾ
・
ピ
ア
ノ
）（
写
・

20
〜
21
）、「
マ
ー
テ
ィ
ン
プ
レ
イ
ス
」
を
視
察
し
て
、
昼
食
の
レ
ス
ト
ラ
ン

に
向
か
う
。

「
飲
茶
」
の
ラ
ン
チ
と
ビ
ー
ル
で
パ
ワ
ー
を
チ
ャ
ー
ジ
、
午
後
の
視
察
に
備

え
る
。

・「
セ
ン
ト
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
教
会
」、「
セ
ン
ト
・
メ
ア
リ
ー
ズ
大
聖
堂
」（
写
・

22
）、「
ハ
イ
ド
・
パ
ー
ク
・
バ
ラ
ッ
ク
ス
博
物
館
」
な
ど
を
見
学
し
た
の
ち
、

ホ
テ
ル
へ
。
夜
の
観
劇
に
備
え
て
、
衣
装
替
え
を
す
る
。

・
午
前
中
に
訪
れ
た
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
、
日
本
で
も
話
題
の
「
ウ
エ
ス
ト
・

サ
イ
ド
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
観
劇
し
た
。
交
通
事
情
を
考
慮
し
て
、IC

カ
ー

ド
「O

PAL

」
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
電
車
に
乗
っ
た
。
夕
食
は
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
内
の
「
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
」
で
フ
レ
ン
チ
ベ
ー
ス
の
モ
ダ
ン
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
料
理
、
３
コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー
を
い
た
だ
く
。
目
の
前
に
広
が
る
ハ
ー
バ
ー

ブ
リ
ッ
ジ
の
夜
景
を
楽
し
み
な
が
ら
ワ
イ
ン
も
す
す
む
。（
写
・
23
）

・
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
の
観
劇
、
マ
リ
ア
が
唄
う
「
♪
ト
ゥ
ナ
イ
ト
〜
♪

ト
ゥ
ナ
イ
ト
〜
」
が
心
地
よ
く
、
爆
睡
者
が
数
名
い
た
。
今
日
の
歩
数
は
、

21,800

歩
。

５
日
目　

最
終
日
（
９
月
25
日
・
水
曜
日
）

・
今
日
は
ガ
イ
ド
さ
ん
も
バ
ス
も
な
く
、
私
が
ご
案
内
す
る
自
由
行
動
の
一

日
。
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
数
回
あ
っ
た
が
、
大
ご
と
に
は
な
ら
ず
に
こ
こ
ま
で
き

て
い
る
。

・
全
員
で
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
か
ら
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
を
利
用
し
て
、「
フ
ィ
ッ
シ
ュ

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に
向
か
う
。
地
元
オ
ー
ジ
ー
や
観
光
客
で
混
雑
し
て
い
る
の

で
、
現
地
の
友
人
２
人
に
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
た
。
食
べ
物
を
狙
う
カ
モ

メ
や
ア
イ
ビ
ス
（
ト
キ
の
仲
間
で
長
い
黒
い
く
ち
ば
し
が
特
徴
）
と
戦
い
な

が
ら
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
オ
イ
ス
タ
ー
や
ロ
ブ
ス
タ
ー
の
ラ
ン
チ

を
楽
し
ん
だ
。

・
市
内
に
戻
り
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
隈
研
吾
の
竹
の
建
築
（
写
・
25
）
を

は
じ
め
と
し
て
、「
ワ
ン
・
セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
ー
ク
」（
設
計
・
ジ
ャ
ン
・
ヌ
ー

ベ
ル
）（
写
・
26
）、「
Ｕ
Ｔ
Ｓ
（
シ
ド
ニ
ー
工
科
大
学
）」
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を

視
察
す
る
。
Ｕ
Ｔ
Ｓ
は
有
名
建
築
家
を
起
用
し
て
攻
め
た
校
舎
を
建
て
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ク
・
ゲ
ー
リ
ー
が
設
計
し
た
「
ビ
ジ
ネ
ス
・

ス
ク
ー
ル
」（
写
・
27
）
の
建
物
は
、
見
た
目
が
段
ボ
ー
ル
の
緩
衝
材
に
似

て
い
る
こ
と
か
ら
「PAPER BAG

」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、今
年
オ
ー

プ
ン
し
た
新
校
舎
（
写
・
28
）
は
ガ
ラ
ス
と
ス
チ
ー
ル
を
使
っ
た
曲
線
的
な

デ
ザ
イ
ン
で
、
シ
ド
ニ
ー
の
設
計
事
務
所
「FJM

T architects

」
が
担
当
し

て
い
る
。
今
日
も
歩
い
て
、
歩
い
て
、16,700

歩
。

・
シ
ド
ニ
ー
空
港
か
らAN

A880

便
で
羽
田
空
港
へ
と
帰
路
に
着
く
。

６
日
間
の
短
い
旅
行
で
し
た
が
、
内
容
が
充
実
し
て
い
た
こ
と
で
長
く
感
じ

た
旅
で
し
た
。
伝
え
聞
い
て
い
た
如
学
会
の
弾
丸
ツ
ア
ー
で
す
が
、
ハ
ー
ド
に

も
か
か
わ
ら
ず
全
員
が
無
事
に
帰
国
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
五
感
を

刺
激
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
さ
る
な
る
魅
力
を
再
認
識
し
た
旅
で
し
た
。

美しいマードック大学の庭園（写 ･12）

エディスコーワン大学・学生寮（写 ･11）

セントメアリー大聖堂（写 ･22）

隈／竹の建築（写 ･25）

ワン・セントラル・パーク（写 ･26)ＵＴＳビジネス・スクール（写 ･27）ＵＴＳ新校舎（写 ･28）

宇
野　

美
智
子     

校
友
会
常
任
幹
事

1979

年　

東
横
学
園
女
子
短
期
大
学
英
語
英
文
科
卒
。
全
日
空
の
グ
ラ
ン
ド

ス
タ
ッ
フ
を
経
て
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
エ
ア
ウ
ェ
イ
ズ
、
カ
ン
タ
ス
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
航
空
で
客
室
乗
務
員
と
し
て
勤
務
。
そ
の
後
、
日
本
と
大
手
米
系
法
律

事
務
所
で
秘
書
。

チーズバレルにてランチ（写 ･3）

ワインテイスティング（写 ･1）

チーズバレル（写 ･2）アーチ橋（写 ･6）ＴＣＵ学生への手土産（写 ･8）

本
年
９
月
21
日
か
ら
26
日
ま
で
の
５
泊
６
日
（
た
だ
し
機
内
泊
２
日
）
如
学

会
主
催
の
パ
ー
ス
・
シ
ド
ニ
ー
視
察
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
新
美

砂
会
の
所
属
で
す
が
、1990

年
代
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
企
業
に
勤
務
し

て
お
り
、
シ
ド
ニ
ー
に
３
年
間
住
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
少
し
ば
か
り
現
地

の
こ
と
に
詳
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
如
学
会
の
方
か
ら
お
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
何
か
の
ご
縁
と
思
い
、
今
回
は
６
月
の
企
画
の
段
階

か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
旅
行
に
は
大
き
な
２
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
第
１
は
、2015

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
Ｔ
Ａ
Ｐ
「
東
京
都
市
大
学
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
参
加
さ
れ
、
エ
デ
ィ
ス
コ
ー
ワ
ン
大
学
と

マ
ー
ド
ッ
ク
大
学
で
学
ば
れ
て
い
る
Ｔ
Ｃ
Ｕ
の
学
生
さ
ん
た
ち
を
応
援
す
る

こ
と
。
第
２
は
、
パ
ー
ス
・
シ
ド
ニ
ー
に
お
け
る
新
旧
建
築
物
を
視
察
す
る

こ
と
で
す
。
こ
の
２
つ
を
軸
に
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
６
日
間
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
旅
行
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
ご
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

１
日
目
（
９
月
21
日
・
土
曜
日
）
成
田
よ
り
パ
ー
ス
ま
で
の
移
動
日

往
路
フ
ラ
イ
ト
は
９
月
よ
り
就
航
し
た
Ａ
Ｎ
Ａ
の
パ
ー
ス
便
を
利
用
す
る
。

2011
年
５
月
ま
で
カ
ン
タ
ス
航
空
が
パ
ー
ス
直
行
便
を
運
航
し
て
い
た
が
、

そ
れ
以
降
は
直
行
便
が
な
か
っ
た
。
直
行
便
で
も
飛
行
時
間
は
約
10
時
間
と

長
い
が
、
こ
の
路
線
が
復
活
し
た
こ
と
で
Ｔ
Ａ
Ｐ
に
参
加
さ
れ
る
学
生
さ
ん

た
ち
に
も
便
利
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

２
日
目
（
９
月
22
日
・
日
曜
日
）

・
パ
ー
ス
は
「
世
界
一
住
み
や
す
い
街
」
と
い
わ
れ
て
お
り
、
地
中
海
性
の

温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ゴ
ー
ド
ン
さ
ん
の

運
転
で
、ガ
イ
ド
の
み
ほ
さ
ん
と
カ
バ
シ
ャ
ム
ワ
イ
ル
ド
パ
ー
ク
に
向
か
う
。

説
明
会
の
際
に
は
、
男
性
陣
は
動
物
園
に
は
興
味
が
な
い
よ
う
な
様
子
だ
っ

た
が
実
際
に
コ
ア
ラ
を
見
た
途
端
、
大
興
奮
と
な
り
撮
影
大
会
と
な
っ
た
。

そ
の
他
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
固
有
種
「
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
」「
カ
ン
ガ
ル
ー
」

な
ど
を
間
近
に
見
る
。（
写
真
）

・
ス
ワ
ン
リ
バ
ー
沿
い
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
見
学
す
る
。
樹
齢100

年
以
上
の

ブ
ド
ウ
の
木
が
あ
る
「
マ
ン
ド
ゥ
ー
ン
エ
ス
テ
ー
ト
」
で
、
４
種
の
ワ
イ
ン

テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
し
た
。（
写
・
1
）

・
昼
食
を
兼
ね
て
、「
チ
ー
ズ
バ
レ
ル
」
で
チ
ー
ズ
と
ワ
イ
ン
の
試
食
試
飲

を
し
た
。
地
元
の
チ
ー
ズ
に
あ
う
ワ
イ
ン
も
一
緒
に
試
飲
で
き
る
人
気
の
店

で
、
バ
ル
コ
ニ
ー
席
は
オ
ー
ジ
ー
で
混
雑
し
て
い
た
。
ワ
イ
ン
４
種
は
試
飲

の
は
ず
が
、
フ
ル
ボ
ト
ル
を
提
供
さ
れ
た
。
太
っ
腹
の
お
店
だ
。
追
加
の
注

文
を
し
て
、
チ
ー
ズ
と
ワ
イ
ン
を
堪
能
し
た
。（
写
・
2
〜
3
）

・
お
腹
が
満
た
さ
れ
た
が
あ
と
、
市
内
の
建
築
物
を
視
察
し
た
。

「
エ
リ
ザ
ベ
ス
キ
ー
」（
写
・
5
〜
6
）
は
、
ス
ワ
ン
リ
バ
ー
沿
い
の
新
し
い

観
光
場
所
と
し
て2016

年
に
完
成
し
た
。
も
と
も
と
は
、
フ
ェ
リ
ー
の
な

ど
の
船
着
き
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、人
工
的
な
入
り
江
が
作
ら
れ
、

そ
れ
を
囲
む
よ
う
に
散
策
エ
リ
ア
が
整
備
さ
れ
、
ま
わ
り
に
は
シ
ン
ボ
ル
の

大
き
な
オ
ブ
ジ
ェ
や
「
ベ
ル
タ
ワ
ー
」（
写
・
4
）、
高
層
ビ
ル
、
宿
泊
施
設

も
建
設
さ
れ
て
い
る
。

・
夕
食
は
、
地
元
で
50
年
以
上
も
愛
さ
れ
る
本
格
イ
タ
リ
ア
ン
「
ソ
レ
ン
ト
」

で
、
半
身
の
ロ
ブ
ス
タ
ー
、
ム
ー
ル
貝
、
オ
イ
ス
タ
ー
、
カ
ラ
マ
リ
の
シ
ー

フ
ー
ド
デ
ィ
ナ
ー
を
い
た
だ
い
た
。
今
日
は
約1

万
歩
歩
い
た
。

３
日
目
（
９
月
23
日
・
月
曜
日
）

・
今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
エ
デ
ィ
ス
コ
ー
ワ
ン
大
学
」
と
「
マ
ー
ド
ッ

ク
大
学
」
の
視
察
を
行
っ
た
。

エ
デ
ィ
ス
コ
ー
ワ
ン
大
学
は
、
東
京
ド
ー
ム
の
約
７
倍
の
広
さ
の
キ
ャ
ン
パ

ス
で
と
に
か
く
大
き
い
。
Ｔ
Ａ
Ｐ
担
当
の
ベ
ッ
キ
ー
さ
ん
が
校
内
を
案
内
し

て
く
だ
さ
り
、「
学
生
寮
」
や
「
図
書
館
」
を
見
学
し
た
。（
写
・
9
〜
11
）

・
マ
ー
ド
ッ
ク
大
学
で
は
、
流
暢
な
日
本
語
を
話
さ
れ
る
ダ
イ
ア
ン
さ
ん
が

校
内
を
案
内
し
て
く
だ
さ
り
、
学
内
と
は
思
え
な
い
素
敵
な
レ
ス
ト
ラ
ン
の

テ
ラ
ス
で
昼
食
を
取
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
ワ
イ
ル
ド
フ

ラ
ワ
ー
が
咲
い
て
い
て
、
自
然
の
中
に
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
良
さ
を
感

じ
ら
れ
る
大
学
で
あ
っ
た
。（
写
・
12
〜
15
）
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
オ
ー
ジ
ー

や
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
が
大
勢
い
た
が
、
な
ぜ
か
日
本
人
に
は
一
人
も
会

え
な
か
っ
た
。
Ｔ
Ｃ
Ｕ
の
学
生
さ
ん
た
ち
と
の
面
会
も
予
定
し
て
い
た
が
、

大
学
の
春
休
み
と
重
な
り
残
念
な
が
ら
会
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
学
生

の
皆
さ
ん
は
こ
の
休
み
を
利
用
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
を
旅
行
し
て
い

る
ら
し
い
。
２
つ
の
大
学
そ
れ
ぞ
れ
に
日
本
か
ら
準
備
し
た
手
土
産
（
Ｔ
Ｃ

ベルタワー（写 ･4）

エリザベスキー（写 ･5）ロブスター料理（写 ･7）

パース図書館（写 ･17）ミセス・マッコーリーズ・ポイント（写 ･18）

シドニー・オペラハウス（写 ･19）

オペラハウス ･コンセプト模型（写 ･20）オーロラプレイス（中央・写 ･21）

オペラハウス・ポートサイドで夕食（写 ･23）

オペラハウス・日本語ツアーの人気者たかよさんがガイド（写 ･24）

如
学
会
研
修
交
流
ツ
ア
ー
（
共
催
・
柏
三
水
会
）   
９
・
21
ー
26
（
３
泊
６
日･

機
中
２
泊
）

文
●

新
美
砂
会  

宇
野
美
智
子
（
Ｓ
54
・
英
語
英
文
卒
）

東
京
都
市
大
学
留
学
生
を
激
励
し
、

       

美
し
い
パ
ー
ス
と
シ
ド
ニ
ー
を
観
光
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
堪
能

「
Ｔ
Ｃ
Ｕ
学
生
・
Ｔ
Ａ
Ｐ
留
学
中
の
２
大
学
を
訪
ね
て
」

パ
ー
ス
・
シ
ド
ニ
ー
都
市
建
築
視
察
ツ
ア
ー

シドニー

パース

1110
Au
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ou
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第14回   如学会寄付講座［特別講義 （1）建築の実務］    

8月5日(月)　BIMの日

十河 彰･麻美氏（H16卒）ＳＯＧＯ建築設計

●1時限「建築からの学び」

１時限目は十河彰氏・麻美氏の担当であったが、都合により彰氏お一人で
担当された。十河氏が主宰の設計事務所ではBIMを使っている。その理由
は図面の生産性を上げて少しでも多くデザインの時間を確保することに
ある。一つの図面を複数人で作業する際に使うオリジナルLINEスタンプ
などの工夫も紹介された。建築は企画・設計・施工・維持管理・改修・解
体に至るライフサイクルの中で、たくさんの関係者が存在している。建築
はイニシャルのアイディアがその良し悪しを決めてしまうというのではな
く、十河氏は設計のアイディアについて関係者の意見を聞きながら少しず
つ良くしていくことが、建築の質にとって重要と考えている。実際のプロ
ジェクトでは施工者をはじめ関係者に忌憚のない意見を述べてもらって
いる。十河氏は、本学卒業後、東京藝術大学大学院を経てフルブライト奨
学金を得てUCLA大学院に留学された。留学先での課題や修士設計を通
じてコンピュータを学んだこと、伊東豊雄氏のサーペンタインギャラリー
パビリオンをパラメトリック分析する課題に取り組んだこと等が紹介され
た。帰国後は新居千秋氏の事務所で新潟市秋葉区文化会館を担当され
た。本物件では複雑な「ねじれた壁」の形態や施工方法を説明するのに
あらゆる３Dモデルを作成して関係者とコミュニケーションを図った。本
物件は「CRAFTSMAN SHIPの衰退とDIGITAL TECHNOLOGYの進化の交
差点」で、前例が無く今後も再現不可能ではと考えていた。これからは、
職人の高齢化、熟練工不足をデジタル技術でカバーすることが必要と考
えている。最後に独立後の商業施設、マンションのリノベーション、コー
ヒーショップ、グループホームが紹介された。その中で各物件における発
注者・構造設計者・施工者等への説明、風のシミュレーション等へのBIM
の活用事例が説明された。学生には、やや高度な内容であったが、BIMへ
の関心が高められたように思われる。 （記：藤井研一）

●2時限「デジタルツールとの付き合い方」

浪川 稜馬氏（H27卒）安井建築設計事務所

最初に浪川氏が入社後２年半で担当した隈研吾事務所、丹青社と共同
で設計した博物館、KWHGアーキテクツや島田陽氏、慶應の水野教授
に加え若手グループのツバメアーキテクツなどと組んで設計を行った
芸術大学のプロポーザル、安井建築設計事務所単独で参加した歴史
文化施設のプロポーザルが紹介された。続いて現在担当している市庁
舎、民間オフィスビルの紹介があった。次に会社紹介として創立9５
年の歴史あり、日本で最も早くBIMを取り入れ社会におけるBIMの確
立や発展にも貢献していること、社内組織、代表作品が紹介された。
BIMは“構造設計や設備設計情報のほか、コストや仕上げなど、付随す
る情報もすべて1つのデータで管理することができるモデル”であり、
“構造設計や設備設計情報のほか、コストや仕上げなど、付随する情報
もすべて1つのデータで管理することができるモデル”であることが紹
介された。そしてBIMの構築方法及びBIMの長所（1. パラメトリックモ
デルからの自動的な二次元図面の作成2. 強化されたビジュアライゼー
ション3. クラッシュ・ディテクション（干渉チェック）4. 製作の簡便
化5. シミュレーション能力6. ファシリティーマネージメントへ活用）
が実際の図面を例に説明された。以上の長所は建築家、クライアン
ト、施工者共通のメリットである。同氏は、我々次世代を担う建築家
にはBIMだからこそできるデザイン、BIMがなければ発想しえなかった
デザインを追求し確立する責務があると感じている。BIMやその他も
のは、道具でミスや手間を減らし効率を高めるものである。ただ、効
率性を高めることは創造性と共にあり、それを創造性につなげられる
かは人それぞれであると考えている。最後に修士設計の集合住宅の設
計にBIMを活用していたらどんな展開となったかが説明された。学生
は、1限に続きBIMの効用への理解が深まると共に、組織設計事務所の
仕事を知ることができた。 （記：藤井研一）

勝又英明教授より「特別講師」 委嘱状授与 1日目の 4時限目「BIMの日」討論会

14人の卒業生が充実した講義を展開
特別講義委員長　中田理恵（H18卒）

小室大輔氏による人生の示唆に富んだ白熱の講義

東京都市大学 建築学科・如学会  共催
2019 年度 特別講義「建築の実務」
「第14回 如学会寄付講座」プログラム
会場：世田谷キャンパス 22B 教室、312 教室

最終日 18:40 ～ 19:50 特別講義講師陣と受講学生との懇親会／会場：14号館 カフェ SORA

5
August

Monday

１日目

教室：22B教室

6
August

Tuesday

２日目

教室：312教室

7
August

Wednesday

３日目

教室：312教室

8
August

Thursday

４日目

教室：22B教室

9
August

Friday

５日目

教室：22B教室

元・清水建設

徳田 浩氏（S52 卒）

造研設計

曽根 卓也氏（H26卒）

大成建設

杉山 雄亮氏（H21卒）

［テーマ］ ［テーマ］ ［テーマ］ 建築生産計画の現状と課題 構造設計の仕事について

2005 武蔵工業大学建築学科卒 ( 濱本研 )
2007 武蔵工業大学大学院工学研究科
 建築学専攻修士課程修了 ( 濱本研 )
2007 大成建設 設計部 入社
2011 大成建設 関西支店 転勤
2016- 大成建設 本社設計本部 勤務

2014 東京都市大学建築学科卒 ( 濱本研 )
2016 東京都市大学大学院工学研究科
 建築学専攻修士課程修了 ( 濱本研 )
2017- 造研設計 入社   
 

1977 武蔵工業大学建築学科卒 (江口研)
1979 武蔵工業大学大学院工学研究科
 建築学専攻修士課程 修了(江口研)
1979 青木建設 入社
 ( 北米：ワシントンD.C.、ロサンゼルス駐在 )
1983 Construction Project Management  
 Course, University of Maryland , USA
1989 清水建設  入社 （生産技術開発を担当）
1990 International Management Seminars,
 Georgia Institute of Technology , USA
2015 清水建設 退社

１時限（13:00~14:20） 2 時限（14:30~15:50） 3 時限（16:00~17:20） 4 時限（17:30~18:10）

ホソヤ･シェーファー・アーキテクツ建築都市設計

清水 亨氏（H17卒）

エネクスレイン

小室 大輔氏（H03卒）

合同会社 矩

加藤 比呂史氏（H16卒）

［テーマ］

［テーマ］

［テーマ］きっかけをつくる

資源と環流 - 保存と流れの視点
から見えること

地球に住むような感じで

1991 武蔵工業大学建築学科卒 ( 宿谷研 )
1993 武蔵工業大学大学院工学研究科
 建築環境学修士課程修了 (宿谷研 ) 
 梓設計で設備設計に従事
1999 HHSプランナー＋アルヒテクテン/ドイツ・カッセル
2000 ガーターマン＋ショッスィヒ・ウント・パートナー /ドイツ・ケルン
2007- 一級建築士事務所 エネクスレイン/
 enexrain 開設
2009 ケルン工科大学建築学科修了

2005 武蔵工業大学建築学科卒 ( 岩﨑研 )
2005 東京藝術大学 大学院美術学部
 建築学専攻修士課程入学 ( 黒川研 )
2006 -07 Chur Institute of Architecture            
 Switzerland 留学
2008 東京藝術大学大学院美術学部
 建築学専攻修士課程修了 ( 黒川研 )
2008 -16 maurusfrei Architekten
2016 - Hosoya Schaefer Architects

１時限（13:00~14:20） 2 時限（14:30~15:50） 3 時限（16:00~17:20） 4 時限（17:30~18:10）

2004 武蔵工業大学建築学科卒 ( 岩﨑研 )
2004 藤本壮介建築設計事務所に勤務
2010 デンマーク・コペンハーゲンに渡る
 ( ヨーロッパを中心に COBE、KATOxVictoria、
 Rambøll、PRIMUSなどで建築設計や公共
 空間のコンセプトディベロップメントに従事 )
2018 佐野市に、合同会社 矩 _ KANA.LL を共同設立
 ( 栃木県佐野市のまちづくり、国際クリケット場
 などの計画振興のため )
 日本全国、ヨーロッパでのプロジェクトが進行中

東京都市大学

藤井 研一氏（S57 卒）

大成ユーレック

竹下 加奈子氏（H17卒）

［テーマ］キャリアデザイン－これからを考える－

2005 武蔵工業大学建築学科卒 ( 手塚研 )
2007 武蔵工業大学大学院工学研究科
 建築学専攻修士課程修了(手塚研 )
2007 日建ハウジングシステム 入社
2013 淡路はたらくカタチ研究島 入所
2015- 大成ユーレック 入社

1982 武蔵工業大学建築学科卒 (紀谷研 )
1984 武蔵工業大学大学院工学研究科
 建築学専攻修士課程修了(紀谷研 )
1984 安井建築設計事務所
1991 三菱地所 ･設計監理部門
2001 三菱地所設計 ･出向
2014 丸の内熱供給 ･出向
2018- 東京都市大学工学部建築学科教育講師

１時限（13:00~14:20） 2 時限（14:30~15:50） 3 時限（16:00~17:20） 4 時限（17:30~18:10）

討論会

『 キャリアデザインの多様性』

左記 3名による討論会

司会：中田  理恵（H18 卒）

建築キャリアデザインの日

ＳＯＧＯ建築設計 安井建築設計事務所

浪川 稜馬氏（H27卒）

2015 東京都市大学建築学科卒 ( 堀場研 )    
2017 東京都市大学大学院工学研究科
 建築学専攻修士課程修了 ( 堀場研 )
2017- 安井建築設計事務所 入社

１時限（13:00~14:20） 2 時限（14:30~15:50） 3 時限（16:00~17:20） 4 時限（17:30~18:10）

［テーマ］建築からの学び ［テーマ］デジタルツールとの付き合い方

討論会

『建築の付加価値をつくる』

左記 3名による討論会

司会：濱田 祐也（H18 卒）

BIMの日

石村大輔 + 根市拓

根市 拓氏（H26卒）

［テーマ］

［テーマ］ エコハウスDIY　温熱環境きほんのき

2014 東京都市大学建築学科卒 ( 手塚研 )
2015-16 Miller & Maranta
2017 Università della Svizzera Italiana
 Accademia di Architettura　　　            
 Mendrisio 修了
2017-       石村大輔 + 根市拓
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討論会

『世界を意識した時』

左記 3名による討論会

司会：栗田 祥弘（H10 卒）

国際の日

討論会

『建築現場の過去・現在・未来』

左記 2名による討論会

司会：小笠原 岳（H11 卒）

環境＋WSの日

中田製作所

中田 理恵氏（H18卒）

2006 武蔵工業大学建築学科卒 ( 手塚研 )
2008 首都大学東京大学院建築学専攻
 修士課程修了(プロジェクト研 )
2008-13 日建設計 勤務
2013- 中田製作所
2013 SD レビュー入選　
2018 東京建築士会  これからの建築賞

討論会

『建築技術と構造の意義と展望』

左記 3名による討論会

司会：相原 俊弘（S40 卒）

エンジニアリングの日

OB・OGの特別講師
による単位取得講座／

［テーマ］縁がつなぐものづくり ［テーマ］ 「むずかしそうなことほど面白い」

エコハウスワークショップ

ログログ

中村 泰貴氏（H15卒）

2003 武蔵工業大学建築学科卒 ( 手塚研 )   
2005 武蔵工業大学大学院工学研究科
 建築学専攻修士課程修了 ( 手塚研）
2005 アトリエ・天工人 勤務
2008 アーキヴィジョン広谷スタジオ 入社
2010- Luminova Japan
 [ ログログ プロダクトマネージャー兼務 ]

［テーマ］

浅井アーキテクツ

浅井 百合氏（H19卒）

2007 武蔵工業大学建築学科卒（手塚研 )
2009 半年間 Claus en Kaan architecten
 でインターンシップ（オランダ）
2010 横浜国立大学大学院Y-GSA 修了
2010-13 新居千秋都市建築設計
2013- 浅井アーキテクツ設立

建築 /建設 × ICT の
実例と可能性

スイスでの経験から

ゼネコン設計部の仕事（構造
設計こんなことをしています）

十河 彰 ･ 麻美氏（H16卒）

2004 武蔵工業大学建築学科卒 (手塚研 )
2006 東京藝術大学大学院修了 (六角研 )
2008 カリフォルニア大学ロサンゼルス校
 大学院修了 ( フルブライト奨学生 )
2009-15 新居千秋都市建築設計 勤務
2015- ＳＯＧＯ建築設計 共同主宰           

2004 武蔵工業大学建築学科卒 (手塚研 )
2010-12 キー・オペレーション 勤務
2012- ＳＯＧＯ建築設計 主宰       

2019. 8.5[月 ] ー8.9[金 ]

最終日の懇親会エコハウスワークショップ

社会人 12 年目となり、我々の学生時代に研究対象とされていた事が
次々と事業化され、あちこちで実践されている。既存ストック活用、
建築の民主化、シェアリングエコノミーなどなど。多様化する社会の
中で建築の普遍的なチカラを信じつつ、軽やかに、着実にその職能を
活かす時代になってきたのだろうと思う。昨年に引き続き、学部生を
対象にした特別講義のプログラムを組むにあたり、後輩達へのメッセー
ジは、「建築は楽しい！」ということ。「楽しさ！」をどこで感じるか
は人それぞれ。そこでできる限り、様々なアプローチから実務に取り
組む卒業生に声かけをし、興味のタネにつながることを目指した。

BIM の日：建築を取り巻くツールは日々変化をしている。学生たちは
３者の取り組みから BIMに対する理解を含め、その可能性や社会的役
割、自身の設計で選択するポイントを習得できたのではないか。
国際の日：インターネット上で国境を超えるのは容易くなっている。が、
実務者としての経験談を直接聞く機会は少ない。今回は、スイス、デ
ンマークで活躍する 3方に登壇いただく。インテリア、住宅の仕事か
らまちづくりへ。単体の建築のみならず、より社会を意識したプロジェ
クト内容が学生達に良い刺激となった。

環境の日：毎年のように想定外の異常気象が発生し、温暖化の影響が
無視できない状況となっている昨今。建築分野から解決できることも
また、多い。まず、自分の住んでいる部屋の温熱環境を意識すること
から、はじめよう！というメッセージを込めた。
建築キャリアデザインの日：建築の実務は楽しいことばかりでは、決
してない。何にやりがいを感じ、何を目指し、どう継続して行くのか。
答えはないが、模索中の 3方に登壇いただいた。
エンジニアリングの日：建築生産計画、構造に関わるエンジニアの 3
方に登壇いただく。
学生達には想像しがたい、実務内容を丁寧に説明いただいた。この講
義からエンジニアを目指す人が出てくれると嬉しい。

最後にご尽力ご協力いただいた　卒業生講師の皆様、特別委員会メン
バーの皆様に感謝申し上げます。来年以降も引き続き、卒業生から学
生へ「建築の楽しさ！」を伝える講義の場でありたいと思います。ご
協力いただける卒業生の皆様、是非、お声かけください。

nakata.architects@gmail.com
( 記：中田理恵 )
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●3時限「建築/建設 × ICT の実例と可能性」

中村 泰貴氏（H15卒）ログログ

　まず冒頭に、学生時代に得た興味から現在の仕事に繋がっていると
語った。
CADが浸透し始めた学生当時からPCやITなどデジタルに纏わる分野に
興味があった中村氏。自らの設計課題では、パースやプレゼンテー
ションにCGを使うなど最新のデジタル技術を用いていた。既に自分を
表現するための一つのツールであることを察知していたようである。
大学・大学院では手塚研究室で学んだ後、アトリエ天工人に入社。そ
の後、アーキビジョン広谷スタジオに場を移した。社会人になると、
実務経験等から建築労働生産性が低いということに気づいたという。
労働生産性を高めることもでき、自分が社会に貢献できるところはど
こなのか。模索している中、現在勤めているLuminova Japanの存在に
気づき、すぐさま転職した。
　Luminova Japanの会社コンセプトは、『情報の共有化・可視化・資産
化』である。３次元コンテンツや可視化システム開発事業を行い、建築
/建設分野だけではなく、様々な産業分野へ貢献している企業である。
　BIMという言葉が日本で浸透する前から、特定の場所を切り取った
Photoshopで加工するようなそれぞれ特定の場所しか表現できない
パースのようなものではなく、計画全体をCG化することによって状況
に応じてデータを可視化・共有し、計画後もそのデータを随時できる
ようにサービスを行ってきた。まさにBIMという概念の目指す情報の
共有化・可視化といったところだ。
　BIMに関連するプラットフォームサービス「Arch-LOG」（建築資
材などの総合検索サイト）も情報の共有化・可視化・資産化の一つの
かたちである。建築業界は他業界と比較すると、利益率や効率性の
観点から見ても非常に生産性が低く、またICT化が随分遅れており、
農耕・狩猟業に続いてワースト２位。建築資材等をデジタル化し、
「Arch-LOG」プラットフォームで提供することによって、設計者や
施工者、施主といった様々な視点から同一の情報を把握することがで
き、さらには、写真品質の視覚化が誰もが簡単にリアルタイムで行え
る。それが建築業界全体のICT化につながり、労働生産性の向上、効
率化にもつながる。まだまだ乗り越えるべきモノゴトはたくさんある
が、やりがいを感じるという。
　一つの興味から仕事につなげた中村氏。自らの行動が次につながる
と講義を通じて発信した。また、情報のデジタル化が如何に必要とさ
れており、今後重要となるかを訴えた。 （記：米澤昭）

●１時限「スイスでの経験から」

根市 拓氏（H26卒）石村大輔 + 根市拓

　学部2年（2011年）の時に、根市氏はスイス人建築家ヴァレリオ・
オルジャティの展覧会を見て衝撃を感じた。この展覧会は当時建築界
を賑わしていたスイス建築界の中で、次世代を担う建築家としてオル
ジャッティが取り上げられ世界を巡回した意欲的な展覧会をおこなっ
ていた。特に「考えたりしたことをいかに見せるか」とオルジャッ
ティが語るように展示の仕方も特徴的なものだった。その時の衝撃を
持ち続け、大学卒業と同時にそのスイスへ行くことを決意した。
　スイスでは文化の壁を感じた。日本のように話さなくても空気感で
伝わるということはなく、コミュニケーションを取って分かり合えな
い事を乗り越えていく事があらゆることで大事になることを痛感し
た。それはスイスの学校の課題のエスキスやプレゼンでも感じたよう
だ。ゴッホの町並みを描いた絵から、それを再構成して建築群を設計
する課題をおこなった。人々が建築から縁側のように「まち」にあふ
れでて活気を作っているように感じた根市氏は、その様子を注意深く
読み取り設計に取り組んだ。そのアイデアを講師たちと共有するのに
かなり時間をかけてもらったようだ。
　まちと建築の関わりでも特異な経験をした。スイスでインテリアの
プロジェクトをしていた時に、インテリアの色の使い方に苦慮してい
た。その時、そのまちの風景が素敵に描かれた有名な絵本を発見。そ
の絵本に使われているまちの色を参考にインテリアの配色を決めて
いった。インテリアを考えることでも常にまちとの関係を模索する過
程にスイスらしさを感じた。
　その後日本に2017年に戻り独立し、住宅の依頼をうけた。その敷地
周辺環境にあったのは「まちと関係をもたない建築たち」であった。
改めて日本のまちなみにショックを受けたのだが、その中でも「まち
と関係ないことを関係あるように考える」という逆転の発想で住宅を
作り上げるに至る。まちや文化と関係性をもつ建築の重要性をスイス
での経験から強く感じ取ったようである。 （記：栗田祥弘）

8月6日(火)　国際の日　

　ゴルフ、スキー、サーフィン、DJ、グラフィックデザイン、カメ
ラ、・・・、建築。
　清水亨が小さい頃からも含めてやってきたもので、全てが趣味で全
てに全力で取り組んできた。建築も他の趣味と並列に置かれているた
め「趣味感覚の建築」と言い、良い意味で肩の力が抜けている。
　海外には大学入学前から接する機会はあったのだが、海外と建築が
強く交わったのは大学院時代であった。当時スイスのクールに新しい
学校ができる事を知り1年間の留学をすることになった。その場所が
スキーに適した山のある場所と分かることで大きく背中を押された形
になったのは言うまでもない。建築だけを目的に留学するとつらくな
る時期が必ずくると考えた清水は、自分のライフスタイルに合う場所
を探し、建築的にだけでなく人間的にも成長できる場所を選んだ。
　短期留学時にインターンしていた会社に大学院修了後に戻り、現在
14年滞在している。仕事の仕方としても「良い遊びをしながら、仕事
につなげていけないか」と考える。スキーが好きなクライアントの仕
事は、スキーが好きなデザイナーがデザインしたほうが良いだろう。
何がどうつながるかは分からないから、浅く広くであっても趣味と
いうものを大切にするし、そこでの出会いということも大切にしてい
る。8年半滞在したクールからチューリッヒに移籍したのもそのよう

●２時限「きっかけをつくる」

清水 亨氏（H17卒）ホソヤ･シェーファー・アーキテクツ建築都市設計

●３時限「地球に住むような感じで」

加藤 比呂史氏（H16卒）合同会社 矩

　2004-2010北海出身の藤本壮介建築設計事務所を経て2010日建設計
に入社・退社してデンマークへ渡り時速5Kmのコペンハーゲンで自身の
建築を開始した加藤氏。予測がつかない曲がっている道が好きだと、予
測のつかない知らない世界に飛び込み、ご自身の価値観をエコは『愛』
だと表明して設計活動を続けられている。武蔵工業大学での実学と、岩
崎研での薫陶を踏まえ、身体的、感覚的、社会的な側面の根っこに立ち
返り、新しく空間と人間の関係を再構築して物創りをされている藤木壮
介で実務経験を積み、デンマークへと渡り、世界で自分を試しながら建
築の幅を広げて来た。
　HELLO　MUSAKO!で始まった講演は、曲がっている道の先にある
予測できない空間の可能性を追求し続けてきた軌跡をまとめたもの。
350mmの角材で組み上げた球磨村森林組合final wooden house の構成
は、 日本がかつて培ってきた伝統・文化・環境を見つめなおし、新た
な価値を加えて使い続けられるモノづくりのプロローグと受け止めた。
デンマークの都市環境、COBE事務所での人との出会い、彫刻美術館の
ウインターガーデンで過ごす日々の中から、パブリックスペースとは何
かを考え、新たな価値観を持たせて再構築していく手法が生まれた。パ
ブリックスペースが街との調和を保ちながらサスティナブルー継続性―
を持ち。エネルギーをかけた価値を共有できているのがよい街ではない
か。自身の設計への姿勢がうかがえる。
　環境の持つポテンシャルを生かし、新たな価値観を加え再構成してい
く作品つくりは、デンマークでのチャンスを拾い続ける日々、様々な価値
観を持った多国籍の人々との触れ合いの中で培われたものと推察する。
　京都府芸術センター（元明倫小学校）でのプロジェクトは、再構成
（デザイン）によってパブリックな空間が人々に新たな発見を与えるこ
とができるという可能性を実証したもの。
　今回の講演の一週間前に帰国し住み始めた佐野市。クリケットチャレ
ンジの計画説明、今何を佐野市で始めたのかが紹介されなかったのは
心残りであった。
海外では人との出会い、多様な価値観に遭遇し、相互に認めながらの
モノづくりを進めていく環境がそこにはある。これからの建築を目指し
ていく上での考え方、生き方のヒントを教えてくれた講義であった。東
京都市大学から多くの学生が世界に目を向け、日本の文化・環境を見直
し、日々の喜びを感じられるようなモノづくりを目指す建築家になって
ほしいとのメッセージが伝わってきた。
今後の作品作りに期待し、経過報告を兼ねて再び母校での講義をお願
いしたい。 （記・新居仁）

●２時限「－エコハウスＤＩＹ　温熱環境きほんのき－」
 ワークショップ

中田 理恵氏（H18卒）中田製作所

　中田理恵氏は、当大学建築学科(手塚研究室)を卒業後、首都大学東京
にて修士課程を修了され、2008年に日建設計に入社された。中田氏の
講義は、まず自己紹介からスタートし、日建設計に勤務されていた際
に担当した建築の紹介、ご自身のお住まいを仲間と共にDIYされた様子
などが紹介された。
　現在は、御主人(本学OB、中田氏と同級生！？) と立ち上げた中田製
作所における活動紹介がなされ、「ただの建築はつくらない、お客さ
んとの関係をつくりたい」というフレーズが印象的だった。
講義は住まいの熱環境、とりわけ断熱の重要性について、ご自身の祖母

●4時限「建築の付加価値をつくる」

討論会
　討論会は、司会者がテーマを示し、それについて各講師が答える形
で進められた。
　最初のテーマ：『これまでの建築の良さ（価値）は、どのようにつ
くられていたのか』に対しては、「建築は、一部の人の物から公共の
物へという考えに移行している。その為にもコミュニケーションを上
手く取り、わかりやすく伝えることが重要である。」という考えが三
者の共通であった。
　次のテーマ：『デジタルが発展してきた近年、これまでの作り方と
どう違うのか』では、「建築のデジタル化を今後どのように受け止め
取り込んで行くのがよいか」と言う司会者からの問いかけに、「打ち
合わせ等においてVR（バーチャル・リアリティ）により皆で３次元
空間を共有する」（中村氏）。「AIが発展し、自分では思いつかない
ことをサポート・アドバイスしてくれる存在になって欲しい」(浪川
氏)。「建築を造る過程においてはそれほど変わらないのではないか。
材質や空間構成などの決定を、建築家自身で行うことを忘れてはいけ
ない」(十河氏）。「自分が造りたい物、社会に貢献したいものを納得
させるためにデジタルツールを上手く使わないと意味がない」(濱田
氏)というそれぞれの意見であった。
　最後のテーマ：『建築の付加価値をどう付けたら社会に貢献できる
か』に対しては、「デジタルにより自分への付加価値を積み重ねてい
くこと」、「要求された事項への対応手段として複数のデジタルソフ

司会：濱田祐也（H18 卒）

●４時限「世界を意識した時」

討論会　
　昨年に引き続き「国際の日」として『世界を意識した時』をテーマ
に、海外で活躍されてきた講師の方々に、海外での建築活動の取り組
み姿勢、国境のない仕事環境など、受講者との会話も含めながらの討
論会が行われた。
　司会の栗田さん（2年生後期の設計担当講師）も海外留学、海外事
務所（オランダ）で働いた経験を持つ。これからの時代は国境のない
仕事環境が増え、世界との距離感が無くなっていくのではないか？と
の問いかけで討論が始まった。
①　英語（語学力）は必須か？伝えたいものをどうすればよいのか（栗田）
海外で働いていく中での距離感は、言語の壁を越えた瞬間透明感が広
がっていく（根市）、多国籍の人がいるのが当たり前の環境の中で英

司会：栗田祥弘（H10 卒）

語ができる人は少ない（できるのに越したことはないが）中で模型
や、スケッチといった伝達手段がある（加藤）
自分の居場所を探し信頼を深めればよい。語学は後からついてくる(清水)
仕事を通して相互に刺激し合い、理解を深めることが可能(全員)
②　自分の居場所を掴むには何が必要か？
場の雰囲気に溶け込むユーモアが必要。トモダチを作ることも大切。
足りないのを認めオープンに置かれた環境・仕事・人に向き合えば、
海外という意識が消え仕事の場（自分の居場所）がある。（根市、清
水、加藤）日本にいるのと変わりない。周りにオランダ人がいるだけ
(栗田)、共有できる部分と、分かり合えないところがある中で仕事を
するのが面白い。（全員）
③　海外での建築、日本での建築、街の在り方
壁厚の違いなど基本知識の違い、部屋の広さなどスケール感が全く違
う(清水)、
いま日本で人口減少が問題になっている。40万人いた都市が10万人
に。逆転の発想で4倍の面積に住めると考えればよい。街の魅力を再
考し新たな街を構成する｡ （記：加藤比呂史）

なつながりからである。
　聴講している学生のみなさんにアドバイスするならば、「様々なこ
とに興味を持ってみて欲しい」ということだ。いろいろな場所に行っ
てみたり、新しい体験をしてみたりする中から自分にあった方向性が
見えてくるだろう。興味を持つと積極性も増していくし、新しい所へ
飛び込むときの恐怖も和らぐかもしれない。そのような「きっかけを
つくる」ことで世界はもっと身近になっていくでしょう。
 （記：栗田祥弘）

8月7日(水)　環境の日   

小室 大輔氏（H26卒）エネクスレイン

　小室氏は昨年の「国際の日」に続いての登場であった。まず、若者
の生き方について「みんなは人間という資源である等」の話があっ
た。次いで、小室氏が注目している建築としてオランダのフェロン
市庁舎（設計：クライエファンガー設計期間2009-2011年、建設期間
2012-2016年）の紹介があった。この建物は40年後の解体と建材の再
利用を考慮した世界初の建築であり、自然換気、壁面緑化による空気
浄化を取り入れている。また、原材料の新たな消費を抑制することを
目的としている。そのため、市役所は将来の建築資材であるとの考
え方のもと家具を10年後に家具メーカーが価格の18％で買い取る契
約としている。さらに人体に害のない建材を使用するC2C（cradle to 
cradle）認証の材料を使用している。ここで小室氏の「建築は資源⇒
再利用は流れ」という考えが披露された。本件では、建築費と維持費
の５％以内とするコンセプトとなっている。建築工費に対し維持管理
費＋人件費は大きな金額になることが小室氏の推計を基に説明され
た。本件では、駐車場は明るさが必要なのであって照明器具という資
産を持つことが目的ではないという考え方で、電力会社に照度確保を
依頼してリースとしている。このように目的は資産所有ではなく、そ
の達成の方法は所有以外にあることが紹介された。続いて小室氏の各
分野についての考えが述べられた。土地の使い方にはとどまるものと
流れ行くものがあること、資源は拡散能力の高い自然原料であり拡散
させるための環境が必要で保存⇒流れ⇒保存の繰り返しであること、
環境には保存可能のものと保存不可能のものがあること、設備の機能
を持った意匠設計をしていきたいと考えていること、地球温暖化につ
いては懐疑的であること等。最後に未来に向けて資源と流れのデザイ
ン、意匠設計と設備設計の融合、環境と交感する手法の話があった。
学生には、普段の授業では聞けない先進的で刺激的な講義であった。
 （記：藤井研一）

●１時限「資源と環流 - 保存と流れの視点から見えること」

トを駆使すること」、「デジタルソフトを使いこなす最大限の努力を
行うこと」が三者から出された意見であった。
　学生にとっては、今回の講義を通じ、デジタルツールが建築を学ぶ
上で便利な必須アイテムであることは十分理解できたはずである。ま
た、BIMの基礎内容（言葉、用途など）を理解することができれば、
更に将来へとつながるだろう。 （記：露木博視）
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討論会は藤井氏、竹下氏、浅井氏の講師3名と司会の中田氏にご登壇
頂く予定であったが、中田氏が討論会直前の施主からの電話で、急遽
司会を藤井氏が務めた。事前に講師に対して質問が渡されており、そ
れに基づいて議論が進められた。
■ 自分の中で何を基準に現在の職業（職場）を選んだのか？
竹下氏：自分自身が自分らしく働くことができる会社を選んだ。
浅井氏：大きい建築も設計できつつ近所の人の相談にのれる様な建築
家になりたかった。
中田氏：大きな規模の設計をやりたかった。
藤井：建築を作る上で第三者的立場が重要と思って設計事務所に勤
めた。
■ 社会人になってからこれまで一番大変だったことは？
竹下氏：就職して5年目くらいに、理想との実務とのギャップに悩
み、機械的に仕事をこなし、人間らしい規則正しい生活が送れなかっ
たこと。今考えると、その辛かった日々は意外と忘れてしまってはい
るが。
浅井氏：独立した時、仕事を獲得するのに苦労した。現在、事務所は
定時6時、残業は8時までとしている。仕事量を施主に伝え、プロセス
を共有してもらうように努めている。
中田氏：社会人2-3年目、厳しい上司に育てられた。今は感謝して
いる。
藤井氏がメンタルをやられる人が多く、自分で溜めないで吐き出すこ
とが大事と付け加えた。
藤井氏：転職する際、地方の工場の設計監理を担当し、監理は常駐す
る話になっていた。結果として上司に引き継ぐことになり、迷惑を掛
けてしまったのを心苦しく思っている。
■ 今後の自分のキャリアについて現時点で考えていることは？
　　（10年後、20年後、30年後どうなっていたい？）
竹下氏：さまざまな分野で活躍している同世代の人と一緒に仕事をし
たい。若い人の支援もしてみたい。
浅井氏：現在３人体制。10年後は7人体制位を目指したい。もう少し
公共的な仕事、コンペをとりたい。青山学院の原監督が以前「人が巣
立ち、入替りながらチームに人格が残る。」というお話をされていた
のを聞き、設計事務所でもそれを目指したい。
中田氏：社会人12年目。家具から住宅までやっている。学生時代の種
を実現している。今後10年は、ハンディハウス方式で街づくりに関わ
りたい。10年、20年上の先輩を目標に定めるのもの一つ方法である。
研究室に縛られず気になったことから深く掘り下げ、自信に変える。
藤井氏：教育講師は有期契約である。その後は、キャリアコンサルタ
ントとして展開したい。設備に携わる人が少なく、この方面に進む学
生を増やしたい。企業での採用経験から「面接では破綻ないストー
リーを作ることが大切である。」という助言もあった。
　キャリアデザインの講義は今年が初めてで、他学科では授業として
多くの時間が割かれている。残念ながら建築学科は遅れをとってい
る。「キャリアデザイン」は学生にとってのみならず、我々卒業生に
も必要であり重要であると思った。特に、受講生の3割の3年生にとっ
て有意義な講義だった。 （記：丹羽譲治）

8月8日(木)　建築キャリアデザインの日
●１時限「キャリアデザイン　－これからを考える－」

藤井 研一氏（S57卒）東京都市大学 常勤講師

講師は、企業に建築設備技術者として勤務し、教育講師として建築設
備を教えている。企業では採用に関与しキャリア開発に興味を持っ
た。そしてキャリアコンサルタントの資格を取得し本講義を担当する
こととなった。
まず、キャリアデザインとは自分の職業生活を中心に人生を自らの手
で主体的に構想し、展望することとの説明があった。次に「考える」
＝「比較すること」であり本講義では「比較材料」を提供するとの話
があった。大学で行われている一般的なキャリアデザインの進め方は
「人生設計」、「自己理解」、「仕事理解」、「職場理解」であり、
本講義ではそれぞれのヒントが次のように示された。
［人生設計のヒント］　平均寿命、人口減少、定年延長等のデータが
示された。次いでライフキャリア・レインボー⇒キャリアは一生発展
し続けると言う概念のもと、役割（ライフロール、子、学ぶ人、余暇
を楽しむ人、市民、働く人、家庭人、配偶者、親）、場面（ライフス
テージ）の組合わせであるという理論等が紹介された。さらにキャリ
アアンカー⇒個人がキャリアを選択して行く上で絶対に譲れない軸と
なる価値観や欲求、能力等の人生の碇→「どのように働きたいか」
ということを考える必要がある。そして学士力（文科省）、人生100
年時代の社会人基礎力（前に踏み出す力、考え抜く力、チームで働く
力）（経産省）等が説明された。また、来年度から施行の一級建築士
試験制度の変更も紹介された。［自己理解のヒント］マズローの欲求
5段階説、ジョハリの窓等が紹介された。［仕事理解、職場理解のヒ
ント］イソップ童話の3人のレンガ職人を通じて仕事との関わりを考

討論会は小室氏と中田氏に登壇いただき、司会の小笠原氏の質問で進
められた。
質問A：職業を聞かれたら何と答えますか？
質問B：大学2年生の時何をしてましたか？
中田氏：都市計画研究会で建築旅のツアコンをした。
小室氏は：建築が嫌になり面白く無くなったが、その反動なのか大学
２年生で、４年生に上がれる単位を取得した。2人ともアルバイトを
経験。
質問C：どんなきっかけで環境に進みましたか？
中田氏：学部では意匠系の手塚研に所属していた。社会人になって実
務を通じて環境に興味を抱いた。研究室にとらわれないで興味を抱い
たことで得意分野を作ることが大切である。東日本大震災の時、会社
の同僚と共に、仮説住宅をホームセンターで買える材料で出来る温
熱環境を整える方法の冊子を作成した。意匠設計の経験が役立った
と思う。
小室氏：宿谷先生の授業で衝撃を受けた。最初の授業で地球の絵を描

討論会
●４時限「建築環境の過去･現在･未来」

司会：小笠原岳（H11 卒）

いたあと、建築にとって「光や風の流れを捉えることも重要だ。」と
言われた。意匠デザインに取組む自分が格好良いと感じている同期の
気持ちも理解できたが、その一方で、それに対する抵抗を感じること
も多かった。その後、徐々に流れを捉えるという視点から建築を考え
ることも面白いのではと思い始めた結果、建築環境デザインへの関心
が高まった。
質問D：小室さんがドイツに渡航したきっかけとご自身が思い描いて
いる建築とは？
小室氏：卒業後設計事務所の設備設計で６年実務経験をした。機械設
備に頼らない先駆的な建築がドイツには多く、それを知りたかったこ
とが渡航の理由である。エネルギーは必要だが、大量に消費しなくて
も快適な環境を実現することは可能だと考える。例えば、寒い冬に窓
辺の陽だまりのような暖かさを実現するためには、必ずしもエアコン
が必要なわけではない。暗い空間を明るくするためには、明るさがあ
ればよいのであって、照明器具が欲しいわけではない。物事の本質を
追求することが大事である。
質問E：学生へのメッセージ
中田氏：まだまだ男性社会で、女性がキャリアを積む上で、悔しい経
験をしたが、一生懸命取り組んで、何か芯となるものを持つことが重
要である。子育てをしながら、続けられる一生の仕事だと思ってい
る。学生時代に興味の種を探し育てて、１０年後２０年後に開花させ
て欲しい。外国で起きている事でも、自分の問題とし、自分の周りか
ら始め、継続していくことが重要である。
小室氏：いつの間にか、このような環境になったとの思いがある。若
者が打ち拉がれているという情報が多いので、この機会に元気づけに
きた。「みんなが資源」。可能性はたくさんある。あまり卑下して考
えない方が良よい。将来、一緒に仕事ができたら嬉しい。
質問Aに対して中田氏は、「建築屋さん」。小室氏は、「鳥」「人生
の旅人」とはぐらかすが、2人とも従来の建築家像に収まりたくない
ように思われる。
3時限目のワークショップで学生がいかに劣悪な温熱環境に住んでい
たかが明らかになった。二人の講師を手本に全ての建築家が温熱環境
に関心を持ち、劣悪な環境の改善を目指すべきだと思った。熱気に包
まれた討論会で、学生に役立つ質問と回答であった。例年に比べ余
りにも少ない聴講者で、残念であった。運営の一員として反省して
いる。 (記：丹羽譲治)

「デザインによって人生をいかに”豊か”にできるか」をテーマにご主
人と設計事務所を主宰されている浅井さん。パネルを組み合わせ、
3Dプリンターでジョイントパーツを切り出した小屋のプロジェクト
http://yadokari.net/yadokari-hut/22344/ では、施工のプロでなくて
も建てられる小屋を製作。フローティングパネル工法と名付けられ、
透明な樹脂パーツにより、セルフビルドで組み立てたという。パーツ
を考えるにあたり、スケッチやブレストの様子も伝えられ、つくる中
での思考錯誤と熱量が垣間見えた。講義中盤には、事務所の様子を詳
細にレポートして頂き、（デスク周りの写真や、本棚の写真まで）学
生達には設計者の仕事がより、イメージできたと思う。お子さまのベ
ビーベットが運びこまれた事務所風景は何とも微笑ましくあった。設
計事務所ながら、働き方改革を進めており、18時定時とのこと。定時
後は、自由な時間として、子どもとの時間を楽しんでいるという。必
要があれば、ブレストをしたり、スタッフが勉強時間にあてたりする
ことも任せている。
一昔前のブラックな事務所は減り、個人事務所程、こういった動きが
進むと思われ、喜ばしい。三浦工務店新社屋のプロジェクトでは、木
材を格子状に組み合わせることによって面としての剛性を持たせた外
装を提案。設計段階でアルゴリズムエディター（グラスホッパー）を
使用し、居室は密に、動線空間は疎になるようアルゴリズムを作って
いる。まるでジグソーパズルのような複雑な架構であったが、職人さ
ん達と共に楽しんで実現したという。浅井さんの探究心やこだわりが
写真や言葉から伝わり、設計の仕事を面白がっている様子がよく伝
わってきた。学生達にも良い刺激になったことだと思う。

（記：中田理恵）

●３時限「むずかしそうなことほど面白い」

浅井 百合氏（H19卒）浅井アーキテクツ

新卒で大手ディベロッパーがクライアントの分譲マンション等を設計
する会社に就職した竹下さん。ひとりの担当として、仕事を任せても
らえ、やりがいを感じつつも、自分自身では住めないような住宅規
模、住まい手の声を聞くことのない環境で、現実味をあまり感じられ
なかったという。入社５年目。体調を崩し、一旦、建築を離れてみよ
うと思い、友人から誘われ、２年間淡路島で島暮らしをした。
淡路島では、島で働きたい人と働き手を探している人のマッチングや
淡路島ブランドの商品開発等を行った。島のお母さん達が手作りし
て、使っているホウキから、着想を得てできた、「育てるほうき」
http://www.morinoki-farm.com/broom/や淡路島の伝統産業に着目
し、瓦工場に通いつめ、開発した「まちまち瓦」https://www.stream-
nomizu.jp/wp/2017/08/02/post-3376/　など。（瓦職人になりかけ
たという。笑）そういった仕事の中で、建築実務で養ってきた編集力
や、コンセプトメイキング力が役だったという。また、それまで、丁
寧に向きあってこれなかった、自分たちのものづくりを伝える、話し
方、文章力を養えた。美しいビジュアルと丁寧な商品説明が印象的な
プラダクツの数々に、淡路島の空気感までもが我々にも伝わった。
期間限定の島暮らし後、前職からの縁で建築分野に戻った竹下さん。
ちょっと寄り道したことで、人の縁をより、大切に感じられたようで
ある。学生達にとっては、建築の職能が違った形でも役にたつ事が感
じられたと思う。既成概念にとらわれず、建築分野の可能性を大いに
広げていって欲しい。 （記：中田理恵）

●２時限「縁がつなぐものづくり」

竹下 加奈子氏（H17卒）大成ユーレック

●４時限『キャリアデザインの多様性』

討論会　 司会：藤井研一氏（S57 卒）

の住宅を事例(「おばあちゃんち、暑い寒い問題」)として展開された。
まず断熱の重要性について、日本の断熱事情(5軒に2軒は無断熱)であ
ること、今後はエコハウスが主流になると考えられるが日本において
は事例がすくないことなどが紹介された。また、講義終盤では、「暑
い寒い問題」を解決する方法論について述べられ、最後はご自身が関
わられた団地やおばあちゃんちの断熱DIYを具体例として示された。
中田氏は講義のなかで、素材によって熱の伝わりやすさが異なること
を理解するため椅子の木部とスチール部を交互に触ってもらったり、
夏至と冬至の太陽の動きを模擬した体操を行ってもらったりと、講義
を飽きさせずに、かつ理解を深める工夫が見られた。
　建築学科の学生にとっては断熱材が果たす役割を知ることとなり、
聴講した学生には良い刺激になったと思われる。中田様、大変ありが
とうございました。 （記：小笠原岳）

　2時限目を担当された中田理恵氏を中心に、1時限目を担当された小
室氏がサポーターとして加わり、「自分の住んでいる部屋を快適にし
よう！」とのタイトルでワークショップが実施された。まず、エコハ
ウスDIY　の手順を起承転結になぞらえて紹介された。その手順は、
起：①問題を発見する、承：②原因を分析する、転：③解決方法の創
造・変換、結：④成果を確かめる、というものである。
ワークショップは、自分の部屋について、観察・分析・解決アイディ
ア出しを個人で行う。その後、5人で1グループ(合計7グループ)を形成
し、グループ内全員に対して、自分の部屋の状況や解決方法を発表す
る。その後、各グループで代表者1名を選定し、全体発表を行い、中
田氏や小室氏がコメントする形で進められた。
ここで全体に向けて発表された代表者の自室について、いくつか紹介
する。
・一人暮らし：2階に居住。ロフト部分が暑く、開口部をダンボール
でふさいでいる。→小室氏より、ロフトの開口部について内側から対
策をするのではなく、外側で対策できると、効果的とのコメント。
・実家住まい：２階の北側が自室、空調なし。暑さ寒さが厳しい。→
中田氏から、２階屋根裏にグラスウールを敷設すれば効果が期待でき
るとのコメント。
・実家住まい：吹き抜け部分を改良し、自室に。やはりロフトにおい
て夏期の環境が悪い。→中田氏から、就寝場所を現在のロフトから、
ロフト下部の物置スペースに替えてみては、との提案。
　全体的には、夏期の環境悪化に対する不満が多く、特にロフトの暑
さ対策が多く議論されていたように思う。やはり四季のある日本にお
いては、それぞれの季節を快適に過ごすための工夫を大切にするべき
だと改めて感じたワークショップであった。担当された中田様、小室
様、ありがとうございました。 (記：小笠原岳)

●３時限「－自分の住んでいる部屋を快適にしよう！－」

中田 理恵氏（H18卒）中田製作所

える話があった。建築を学ぶ4年制大学は152、建設業許可を受けた企
業は約47万、職業の数は約17,200あり、就職はこの中からの選択であ
る。またホランドの職業選択理論RIASEC（人間の行動は個人のパーソ
ナリティと環境との相互作用の産物である）が紹介され理論に基づく
自己分析ワークが行われた。就活に係る状況は毎年変化している。そ
の為に東京都市大学の財産（大学キャリア支援センター、就活支援企
業、如学会・校友会の進路支援プログラム等）を上手に使って「最新
情報」を集め、自律的に考えて、タイミングを逃さずに行動しようと
学生にエールを送った。 （記：青柳浩男）

●１時限「建築生産計画の現状と課題」

徳田 浩氏（S52卒）元・清水建設

　清水建設を退職された現在、美大の学生であることを告げられた講
師。そして、生産技術とはクリエイティブ・デザインであると・・・
さぁ、聞いている学生はともかく、私は一気に引き付けられてしまっ
た。そして、「建築はこれからどのように変化していくだろうか。」
と問いかける。
　かつては、安くて早くていいモノを求め。モダニズムからポストモ
ダン、そして洗練された建築へ。今は環境の時代で、環境の論理で建
物の意匠が決まってきている！人間が情報空間と一体化した世界はも

8月9日(金)　エンジニアリングの日
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杉山 雄亮氏（H21卒）大成建設

　なんと１８９ｃｍの高身長、大成建設本社設計本部勤務の講師は、
濱本研究室のＯＢ！学生時代は二子玉川にあるデパートでアルバイト
して、おばさま達にキャーキャー言われていたとか・・・なっとくの

●３時限「ゼネコン設計部の仕事（構造設計こんなことをしています）」

曽根さんは2017年から、本学OBの三好さんが代表を務める造研設計
で構造設計の実務に携われている。小学校から高校まではサッカーに
熱中していたそうである。本学に入学後、本学構造OBの三好さんの
お話を聞いて三好さんに興味を持ち、三好さんが行っている構造設計
という仕事に興味をもち、より専門性を高めるため大学院（濱本研究
室）に進学し、その後造研設計に入社された。
基本設計から実施設計、そして現場監理と建物の完成まで主担当者と
して一貫して携わることができており、三好さんのご指導を受けなが
ら、様々な技術を習得すると共に、貴重な実務経験を積まれている。
担当された小規模な不整形な建築の構造設計について、構造の設計の
実務の内容を基本設計から実施設計、そして現場監理と段階ごとにわ
かりやすく丁寧に説明された。具体的には、近隣との関係を考えなが
ら、基礎の設計において近接する隣地との土留めに力が作用しないよ
う一部地盤改良を行ったことや意匠設計者と話し合いながらゾーンご
とに耐力壁の配置や厚さを決定したことや意匠計画を配慮した結果、
耐力壁の配置が片寄った部分においては、耐力壁への水平力伝達のた
め床スラブの検討を行う必要があることなどである。また実際に構造
図通りに建物を作り上げるために、柱と梁の接合部における鉄筋の
納まりの確認など現場段階での監理業務が重要であることを強調さ
れた。
曽根さんが勤務されている造研設計のようなアトリエ構造設計事務所
では、大きな組織事務所に比べると、所員数が少なく、小規模プロ
ジェクトが主体となるため、一人で様々な仕事を経験でき、早い段階
で技術を取得することが可能であるとのことであった。
講義の最後、上司にあたる三好さんが登壇され、プロジェクトの経緯
をご説明いただいた。 （記：宇田川貴章）

曽根 卓也氏（H26卒）造研設計

●２時限「構造設計の仕事について」

特別講義の最終日である、「エンジニアリングの日」の討論会は、司
会を相原俊弘氏（エス・デー・ジー）と三好敏晴氏（造研設計）が担
当し、徳田浩氏、曽根卓也氏、杉山雄亮氏に質問する形で進行した。
（仕事の魅力など学生に伝えたいことは）
徳田氏：学生時代に当初は意匠設計に進むことを考えていたが、ノー
マン・フォスターにより設計されたハイテク建築の一である香港上海
銀行を見て、意匠デザイン以外の要素からも建物のデザインが決まる
ことがあることに気づいた。そして建築生産計画の江口先生の研究室
に進んだ。意匠設計以外にも建築設計に関連する様々なエンジニアリ
ングの仕事があるが、いずれも一生をかけるに値する素晴らしい仕事
である。そして最終的にどの分野でも大事なのはデザイン（感性）で
ある。
曽根氏：建築家がいかに素晴らしいデザインをしても、それだけでは
建物は実現することはできない。そのデザインに基づき、構造設計者
が構造設計を建築家と協働して行うことで初めて素晴らしい建物を実
現することができる。
杉山氏：学生の皆さんには、まず本日徳田氏がお話した建築生産計画
の仕事や構造設計、設備設計など建築に関わる様々な仕事の内容を
知ってもらいたい。そして自分の目指すべき仕事を定め、それに向
かって真剣に勉学に取り組んでいってもらいたい。
最後に相原氏から、組織設計事務所（日建設計）の構造設計部に所属
する私にも仕事の魅力についてご質問いただいた。私自身は、現在九
州の天草市で地元産小規模断面の木造を使った屋根架構に取り組んで
おり、木造はそれを隠さずそのまま見せることが多く、意匠的なデザ
イン要素もあるため、接合部の設計などが非常に興味深く、楽しんで
仕事に取り組んでいることを学生の皆さんにお伝えした。
2年生と３年生の学生が聴講していたが、まだ大部分の学生は自分の
希望する分野をはっきりとは決めていないようであった。今回の特別
講義が、今後各自の目標を定めるにあたり、その一助になるのではな
いかと感じた。
 （記：宇田川貴章）

司会：相原俊弘（S40 卒）討論会
●４時限「建築技術と構造の意義と展望」

うすぐそこまで来ている！チーム・ラボがやっていることは、まさし
く建築である！そして、設計図と施工の間を繋ぐ技術が生産技術であ
ると・・・学生達、ついてきているか？
　次に、講師が生産計画支援スタッフとして実際に携わってこられた
仕事を通して、生産技術についてお話があった。
　コクーンタワー、あの繭をイメージしてデザインされたという新宿
のビルである。建物の中央部よりも足下の平面が小さいというだけ
で、バランスを欠いた難儀な建築であることが分かると思う。既存建
物の地下構造物を最大限利用した工事、コアフレームとダイヤゴナル
フレームの上部構造の構築方法には、様々なアイデアと検証がなされ
たことが理解できた。
　清水建設京橋新本社ビルは、２２階建ての免震ビルである。構造計
画と環境計画と意匠計画を複合的に考えて、最先端の環境型オフィス
を実現している。外装パネル自体が構造体になっており、ＰＣによる
柱と梁で構成され、立て込み後グラウトが充填されて一体化する。
　日本で超高層ＲＣ造は、現場の効率を上げるために、１００％ＰＣ
化を目指して技術革新が行われてきた。しかし、ブルジュ・ハリファ
（建設段階ではブルジュ・ドバイ）ポンプ車で８００ｍコンクリート
を圧送し、全て現場打ちコンクリートで作っている。
日本のような型枠大工の技術は無いが、その代わり非常に優れた型枠
メーカーが工事を支えているという。
　その他にも、福島原発での覆い屋など、ご紹介したいお話はたくさん
ありました。文字制限があるのでここまで。設計初期の段階から、作り
方を検討し、施工技術と一体となった計画・設計が行えること、生産技
術がモノづくりに如何に大切であるか。学生達は感じたはずです。
  (記：三好敏晴)

顔立ち。構造設計との出会いは、本日司会を務める相原さんの事務
所ＳＤＧでのアルバイト経験。そして、かなりぼろくそにダメだし
されたのが、悔しくて、”一生の仕事にしてやろう！”と決心したそ
うです。
　大成建設に勤務して、東池袋で30m×12mＣＦＴ柱のビルを経験、
そして関西支店では１人で四苦八苦しながらの構造設計者としての道
がスタートしたそうです。そして入社して１０年目の2016年、大き
く成長した彼は、東京オリンピック・パラリンピックのメインスタジ
アムである新国立競技場のＰＪに参加するため、本社設計本部に舞い
戻ってきたようです。
　ゼネコンとは何かから始まり、ゼネコン設計部の特徴、設計業務か
ら現場監理業務に至るまで、細かく説明頂きました。学生達も真剣に
聞き入っていました。
「実施設計はゼネコンに任せます。」という事例が割りと多いそうで
す。総合事務所が基本設計を行い、工期・コストのコントロールを含
めて実施設計をゼネコンの設計部が担当するということです。もちろ
ん確認申請対応もゼネコン設計部が担当する訳です。
基本設計における構造計画の楽しさを味わえず、設計工期のタイトで
実施設計から担当するなんて・・・・・・力が付くわけです。
　もちろん、基本設計から携わることもたくさんあるそうで、所沢駅
舎の改修工事での架構システムの説明は、学生達に構造計画のおもし
ろさが伝わったのではないかと期待しています。
その他にも、設計者として取り組んできた仕事、そこでの創意工夫・
姿勢は魅力的でした。
「責任があるからこそ、面白い！ＰＪに係わる人、事、情報の整理・
調整がとても大切。そして、自分で考え、悩み、生み出した案・ディ
テールが採用されたときは、とてもうれしい…」
　今年は、リクルートにも力を入れているそうで、10月の進路支援ガ
イダンスにも出席予定です。彼に続く構造設計者が現れることに期待
します。 （記：三好敏晴）

小林茂雄本学教授指導による会場への導入路を
印象的な光の効果でプロジェクション。
一見の価値ありです。
是非、鑑賞に足を運んで下さい。

「建築 1〇〇人展 2019・浅草展」

新企画で「隅田公園リバーサイドギャラリー」にて開催

【応募要項】
●出展料：7,000 円 
　※後日納入を原則とさせていただきます。
　 ※振込先： 口座名「如学会」ジョガクカイ   
 みずほ銀行　自由が丘支店　普通口座：1779875
　※出展料は、展覧会運営費・広報費として活用させて頂きます。

●郵送・搬入先： 〒 158-8557　東京都世田谷区玉堤 1-28-1
　　　　　　　     東京都市大学建築学科 4号館 2F（鈴木浩 宛）
    (11 月 1 日［水］着 厳守 )

●問合せ（連絡先）　
　建築 100 人展実行委員長　丹羽譲治
 E-MAIL：100ninten2018@jogakkai.jp   　　
 携帯電話：080-1056-4594

●主催：東京都市大学建築学科同窓会［如学会］
●共催：東京都市大学建築学科

●出展にあたりご留意いただきたいこと
 1. 代表作、新作の出展、絵画、スケッチ、写真など建築の分野
の作品に限ります。

 2. 出展パネルは、サイズ、仕上げは自由ですが、A1サイズを基本と
して、10枚まで。

 浅草展は会場が広い（770㎡）ので原則的に全て展示可能です。
 3. 模型は、ご自身の搬出・搬入が原則となります。
 模型の出展を歓迎いたします。

開催スケジュール：2020年 3月7日［土］－  3月 15日［日］　    会場：隅田公園リバーサイドギャラリー（浅草）

主催 : 東京都市大学建築学科同窓会 ･如学会

共催 : 東京都市大学建築学科

オープニング
パーティ

初日の「オープニングパーティ」には、マスコミ関係、建築家、建築関係者、大学関係者などと理事、顧問など多くの方々をご招待します。
ＯＢ・ＯＧの方々、出展の皆様も是非ご参加いただき懇親を深めて下さるようにお願いします。

東京都市大学「建築100人展2019・浅草展」

●模型出展者は、
　自らで搬出して
　下さい。
　※頑丈な箱をご
　用意頂いた方の
　み着払いで郵送
　いたします。

● 模型出展希望者は、
その旨を申し出の上、
自らで搬入して下さい。

11:00-19:00　入場無料
※3/7［土］は 11:00-17:30

3/4［水］- 6［金］ 3/7［土］ 8［日］ 9［月］ 10［火］ 11［水］ 12［木］ 13［金］ 14［土］ 15［日］ 16［月］

私ども建築家は、建築依頼主に求められる機能や性能のみならず、使われ方、住まい方など、諸々
な事柄に対して夢を与える商売でもある。依頼主が思いも寄らない夢を実現でき、感銘を与え、感
謝の気持ちをあらわされた時は、建築家冥利につきると言っても良い。
しかし、その一方で、建築は社会性、経済性などの必要条件から、単なる芸術的、美学的側面から
のみでは成立しえないなど、依頼主からの事情により図らずも中止を余儀なくされ、陽の目を見な
い作品も少なからず存在する。それらはときに、習作として次の作品へと繋がる貴重な布石ともな
り、大きな結果を生み出している例も少なからず存在する。
そこで、今回この「建築 100 人展 2019」では、OB、OG 諸氏の「秘蔵の名作」を是非発表の機会
として欲しい。
以下のようなものが該当すると思われるが、それ以外も、実現にいたらなかった計画案など、規模
の大小、建築の種別を問わず、お蔵入りになっていた作品を是非お披露目して、大きな夢や独創的
な案を話題にして、建築 100 人展を盛り上げて欲しいと思います。

●応募案の例
[1] アイデアだけで、実施にいたらなかったもの
　　( 建築作品以外でも、工法の提案、製品の試作など )
[2] コンペ当選案でありながら、諸事情により実現しなかったもの。( 施政者、事業者の変更など )
[3] コンペ応募案で、入選を果たせなくとも多くの示唆やインスピレーションのあるもの。
[4] 基本構想や基本設計、または実施設計までいきながら、実現しなかったもの。
などなど。

オープニングイベント　2020 年 3月 7日［土］15:00-20:00
1.　100 人展 ･展示鑑賞　時間は自由：11:00- 開館中
2.　記念講演会 ･シンポジウム　15:00-17:00　※ 14:30 受付
　   手塚貴晴氏（S62卒／手塚建築研究所）、淵上正幸氏（国際建築ジャーナリスト）（予定）
3.    オープニングパーティ　18:00-20:30
　   会場：BEARS TABLE　東京都台東区雷門 2-15-1　 050-5594-8719
　   地下鉄銀座線　浅草橋 2番出口　   徒歩 3分
　   都営浅草線　　浅草駅 A4番出口　徒歩 5分
　   東武伊勢崎線　浅草駅 7番出口　   徒歩 5分　    
※詳細は、メールマガジン、如学会HPにてお知らせします。

【募集要項・出展要領】
  2020年 1月 31日 [火 ]    申込締切り
  3月 3日 [水 ]    宅配・郵送搬入締切(大学)
  3月 4日 [木 ]    作品持込AM
  3月 6日 [金 ]    審査Ａ 
  3月 7日  [土 ]    審査Ｂ
  3月 7日 [土 ]    表彰式－オープニングパーティ席上
            注：審査員の日程の都合により、Ａ，Ｂの２回に分かれます。

Ａ．募集作品
 I． 一般展示　－　従来通りの出展作品 [ 模型歓迎 ]
 II． 特別企画テーマ「アンビルド -UNBUILD」の出展作品

Ｂ．特別企画  － ＜多様な相と多彩な眼＞  第１回   UNIQUE RECOMMENDATION
 I． 顕彰制度の導入　－　各種の賞を授与します
 II． 表彰式　－　「浅草展 2019」オープニングパーティ席上
今年度より、顕彰制度を導入します。とはいっても、堅苦しいものではなく、優劣を競うものでも
なく、「お祭り」としての「建築 100 人展」らしく、＜多様な相と多彩な眼＞と銘うち、「バリエー
ション豊かな審査員」と、「バリエーション豊かな各賞作品群」を目指します。
建築専門外の各分野のゲストの方々も交じえ、本学の五島育英会による「理事長賞」、大学の「学長賞」
をはじめ、構造、設備、工法、材料 etc. 全ての分野の教授陣が興味を示されたものを表彰します。
いわば、”ノーベル賞 ”もあれば ”イグ・ノーベル賞 ”もあります。来年の 2020 年 3月 7日「建築
100 人展・浅草展」オープニングパーティの席上で表彰します。
表彰は審査員の直筆サインもある＜銘板プレート＞とし、副賞は審査員各々の特徴ある記念品とし
ます。ご期待下さい。

従来の展示＋新テーマ<アンビルド -UNBUILD-> 展示｡ 今回より多彩な審査員団による数々のユニークな賞が授与されます

■ 開催日程／浅草展

■応募要項

【会　　場】 「隅田公園リバーサイドギャラリー」　東京都台東区花川戸 1-1
 アクセス :   東京メトロ銀座線  ・東部伊勢崎線・都営地下鉄浅草線  「浅草」　　　
  18 番出口より徒歩２分

【オープニングパーティ会場】 「BEARS TABLE」    東京都台東区雷門2-15-1 ﾃﾞｺﾙﾃ浅草ﾋﾞﾙ 1F
 アクセス :  東京メトロ銀座線 /浅草駅 徒歩 3分 (231m)
【特別展示「手塚貴晴・由比展」】
【記念講演会・シンポジウム】  2020 年 3 月 7日［土］15:00-17:00
【オープニングパーティ】 2020 年 3 月 7日［土］18:00-20:00　
【展示期間】 2020 年 3 月 7日［土］ - 15 日 [ 日 ] 11:00-19:00  入場無料  
 ※3/7［土］は11:00-17:30

第14回

● 特別企画Ⅰ「手塚貴晴・由比展」3/7-15
● 特別企画Ⅱ「多様な相と多彩な眼」3/7-15／第１回  UNIQUE RECOMMENDATION ● 特殊照明　本学・小林研究室

作品持込 (3/4AM)
展示作業 (3/4、3/5)
審査 A(3/6)

出展作品
搬出日
（10:00-16:00）

特別企画1〈手塚貴晴・由比展〉、特別企画2〈多様な相と多彩な眼〉
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女流ファイルー Part19
社会の多方面で活躍する女性卒業生を
順次ご紹介しています。

女流ファイルー Part20
社会の多方面で活躍する女性卒業生を
順次ご紹介しています。

私の所属する開発計画部では、設計の初期段

階から建物の企画提案をはじめ、コンサル

ティングを通じて事業化を推進する業務を行ってい

ます。入社、本配属後の 1番のビッグプロジェクト

は、東京都市大学からも近い「東京音楽大学 中目黒・

代官山キャンパス」の仕事でした（写真 -1）。本配

属されてから２カ月後には、計画段階での緑化の

プランの大賞を決めるコンペがあり、一次審査の

ための提案書作成、そして最終審査におけるプレ

ゼン作成、及びプレゼンテーション発表を、ゼロ

から全て上司に任せていただきました。分析能力

やプレゼンテーションには、大学、研修室で学ん

だことが今の業務にも大いに役立っており、この

コンペでも大賞を受賞することができました。頑

張る社員には挑戦させてくれる、そして若手でも

どんどん任せてくれる会社です。

また、最近の戸田建設は、新しいことに挑戦して

いく雰囲気があります。東京音楽大学 中目黒・代

官山キャンパス 開校 (2019 年４月 ) 後の 2019 年

５月には、開校を記念して、地域を巻き込んだエ

リアマネジメントイベントを開催し、その企画段

階から運営まで携わりました。もちろん、会社と

して初めての試みです。イベントのフィナーレに

は、東京音楽大学 中目黒・代官山キャンパスの音

楽ホールにて、オーケストラと合唱の演奏会を行

いました。その演奏会にわたし自身も自ら合唱団

の一員として参加し、自分が初めて携わった案件

で、自らも舞台にあがるという柔軟な取り組みを、

会社をあげて応援してくれました。( 写真 -2, 3)

最近では、こういった取り組みが認められ、会社

の未来を決める重要なメンバーの一員として選ば

れる等、本来の業務はもちろん、その他の業務で

も頼っていただけており、社員として一歩ずつ前

進していると感じています。

業界イメージとして、お堅いと思われるゼネコン。

わたし自身も就活の際は、ゼネコンには入らない

と思って就職活動していました。しかし、現在所

属する部署の仕事内容に惹かれ、就職活動を進め、

内々定をいただいた際、他に内々定をいただいて

いた誰もが知る大手メーカーと最後の最後まで迷

いました。しかし、勝又教授の「それは戸田建設

でしょ！」との御言葉が決定打となり、戸田建設

に入社しました。そして、５月のイベントのフィ

ナーレの演奏会には、劇場の専門家である勝又教

授に来ていただき、今までの感謝の気持ちを伝え

られた気がしています。

これからも様々な業務に関わりながら、一歩一歩

前進していきたいと思います。

（戸田建設）

TODA Chiharu
2014 東京都市大学建築学科卒業
 （勝又研究室）
2016 東京都市大学大学院 建築学専攻修了
 ( 勝又研究室 )　
2016 戸田建設株式会社 入社
 工事課　所属 ( 研修 )
2017 戸田建設株式会社
 開発計画部　配属

(H26 卒）
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東京音楽大学 中目黒・代官山キャンパスの音楽ホール ( 写真 -2) オーケストラと合唱の演奏会 ( 写真 -3)

東京音楽大学 中目黒・代官山キャンパス ( 写真 -1)

YOSHII Chiyo
2004 武蔵工業大学工学部建築学科卒業
 （宿谷研究室）
2007 株式会社丹青社　
2015 青山学院大学専門職大学院
 国際マネジメント研究科MBA修了

月日が経つのは早いもので、大学を卒業して

から 15年が経ちました。私は新卒で住宅設

備機器メーカーに入社し、その後、総合内装ディ

スプレイ会社である㈱丹青社に転職し今年で 13年

目となります。入社以来、制作職として主に飲食

店の新装・改装工事の施工管理に約 2年間、営業

職として、外食企業を中心にプロジェクトマネジ

メント（PM）業務に約 8年間携わって参りました。

現在は、店舗や施設等のメンテナンスを専門とす

る部門で課長職として、中長期の事業戦略や業務

改善・効率化の策定といった、発足して間もない

部門の立ち上げに従事しています。また、子会社

である㈱丹青ビジネスの非常勤取締役を兼任し、

経営的な観点でのマネジメントを担っています。

学生時代を振り返ると、私自身は特に優れた成績

を修めていた訳でもなく、特に秀でた能力を発揮

していた訳でもなく、学業の傍ら、サークル活動

やアルバイトに励むといった、いわば一般的な

キャンパスライフを過ごしたと記憶しています。

就職活動においては、まさに氷河期真っ只中で思

うように就職先が決まらなかった同級生も少なく

ありませんでした。私は幸いにも志望した企業に

決まりましたが、ミスマッチにより数年での退社

を経験しています。丹青社に入ってからは、自ら

の経験・知識不足のため、現場の職方と十分に会

話もできずに失敗したこともあります。そこで知

識習得のため入社 1年目に 2級建築士を取得しま

した。営業職への職種転換を機に、店舗改装の

PM業務を担うことになり、設計者や施工会社、関

連サプライヤー、関係諸官庁との調整やプロジェ

クトを引っ張っていく以上、更なる知識が必要だ

と感じ、一級建築士を取得しました。徐々に顧客

の経営者や事業担当者と話す機会も増え、空間づ

くりにおいて、素材、形状などのデザイン面やテ

クニカル面以上に、その投資によってリターンが

得られるのかという経営者・事業者の視点がより

重要だと気付きました。顧客と同じ目線に立ち、

空間づくりを軸に課題解決が提案できるようにな

りたいと一念発起し、経営を学ぶため青山学院大

学専門職大学院に入学し、社会人と学生の二足の

わらじ生活を経て MBAを修了しました。現在は、

同社メンテナンス部門に所属し、引渡・竣工後に

起こる修繕履歴をデータベース化し、分析・活用

していくことを検討しています。時代と共にトレ

ンドやテクノロジー等、周囲の環境はめまぐるし

く変化をしていきます。また自分自身も年を重ね、

役割や立場が変化をしていきます。その変化に抗

わず、変化を受け入れ、必要に応じた学びによっ

て進化をしていくことが可能です。今後も継続的

に「学び」を大切にしたいと考えています。

（丹青社）

(H16 卒）
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生産現場では良く耳にする言葉に「三現主義」と
いう考えがあります。「現場」「現物」「現実」の 3
つに重きを置くというものです。施工管理の仕事
はまさに「現場」で「現物」をみて「現実」にど
ういった仕上がりになっているのかを確認してゆ
くことが重要です。今はまだ現場所長や工事長が
示してくれたマスター工程から個別の担当工事を
中心に工程管理や品質管理をしている立場ですが、
担当工事の進捗や細かい納まりを現場で直に管理
できるので充実しています。自分が主体で施工計
画を工事業者さんと打ち合わせした工事が計画通
りに納まってゆくのはやはり嬉しいです。ただし、
現場は日々変化してゆくので、すべてが当初の思

惑通りにはいきません。だからこそ前述した通り
現場を回って情報を集めなければ工事が正しく進
まないのです。
現場の変化に対応しつつ、図面や工事の管理基準
を確認しながら品質の管理に注力したり、工程表
とにらめっこしながら 1週間後や 1か月後の工程
のために明日自分が手配すべき仕事をリストアッ
プしたりと仕事に励んでいます。
Q「品質」C「コスト」D「工程」S「安全」E「環境」
と管理項目は多岐に亘りますが、安全第一で私は
明日も現場に立ちます。

（清水建設）

大学院を修了し、清水建設に施工管理職として
入社しました。今年で現場での仕事も 5年目

です。今は丸の内で高層ビルの内装担当として来
年の竣工に向けて工事を管理しています。
会社員の 5年生がどのような立場なのかは職種や
会社によって様々かもしれませんが、清水建設で
はまだまだOJT(On-the-Job Training) の途中の年代
と言えるでしょう。現場係員として未経験の工事
内容に四苦八苦することもあります。しかし 1年
目や 2年目の頃よりは現場をみる視野が広がって
きたとも感じています。1時間現場を確認して回っ
た時に収集できる情報量が 1、2年目よりも増えて
きているからです。

HOSHI  Chihiro
2013 東京都市大学工学部建築学科卒業 ( 新居研究室 )　
2015 東京都市大学大学院工学研究科建築学専攻
 （住吉・堀場研究室）
2015 清水建設株式会社 入社　関東支店埼玉営業所配属
2017 東京支店建築第三部

(H25 卒）星　千紘

■fi le-95　三現主義の仕事場にて
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懇親会は、川端事業副委員長、辻村会員の司会進行により執り行われた。
山岡会長の挨拶より懇親会が開会された。今年は、ご来賓の方々の挨拶を、
高橋遠五島育英会理事長、小見康夫東京都市大学建築学科主任教授、原口
兼正東京都市大学校友会会長、勝又英明東京都市大学建築学科教授より頂
いた。そして堀場弘建築学科教授の発声により一同乾杯を行った。
引き続き参加された方々のご紹介を行い、ご来賓の方々、建築学科教室教
員よりお言葉を頂いた。つぎに特別講義の講師の方々をご紹介し、委嘱状
を授与し一言を頂いた。その後、吉田勝・元校友会会長に対し、「如学会・
特別功労者」表彰を行ない、副賞として記念品を贈呈した。吉田氏の四半
世紀を超える如学会、武蔵工業会、校友会に対する長年に亘る功績に対す
る慰労と感謝の意を表しての表彰である。さらに、在学生に対して蔵田賞、
如学会賞受賞者の紹介を行った。如学会より学生 3研究会の代表者の方々
に奨励金を山岡会長より授与した。また、毎年実施されている赤レンガ卒
業設計展への奨励金授与を実施した。
最後に大抽選会を昨年に続き実施し、盛況なうちに斉藤副会長が閉会の辞
を行った。
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３．懇親会

来年度の定期総会・講演会・懇親会のご案内

会費・支援費納入のお願い
　如学会で催される様々な事業は会員の皆様の回避で賄われていま
す。今年度も多数の会員の皆様から会費、支援費の納入を賜りました。
誌面をお借りして厚く御礼申し上げます。
　平成 20 年度から導入された会費 4年分 10,000 円という割引制度
が、郵便局への為替振込の簡便さもあって、4年分一括納入の会員
の方が増えています。ただし年度毎に振り込む習慣がなくなるので、
会費切れの会員データシートの会費欄、会費納入者リストをご確認
頂き、会費切れの方は会費納入の程、よろしくお願いします。また
4年前に導入された支援費制度も定着してきまして、毎年多数のOB
の皆様からご支援頂いております。支援費につきましては、年度毎
に会員の皆様の篤志を仰ぐ制度となっております。既に 4年分の会
費をお納めの皆様も、支援費のご協力についてよろしくお願いいた
します。

納入頂ける方は必ず内訳をご記入の上、振込頂くようお願いいたし
ます。如学会NEWS に同封の専用の振込用紙を用いない場合は下記
口座をご利用ください。

来年、2020 年度の定期総会を開催します。本年同様、「同窓会」
として位置づけており、お誘い合わせの上、多数の OB、OG
の参集を期待しております。

郵便局　払込取扱票　  No.00160-0-174206　 如学会

会　費：3,000 円（1年分）／ 10,000 円（4年分・割引）
支援費：5,000 円 /1 口

期　　　日

会　　　場 渋谷エクセルホテル東急
2020.06.06 [土]

詳細は「如学会NEWS」2020 年春号に掲載します。

会長山岡嘉彌より挨拶

五島育英会・高橋遠理事長

西澤信二氏による渋谷再開発プロジェクトの講演

小見康夫主任教授挨拶

高橋遠理事長 ( 左 )･ 岩﨑堅一名誉教授 ( 中央 )・木幡裕充顧問 ( 右 )

３．懇親会

如学会定期総会は、例年と同様に渋谷エクセルホテル東急にて開催された。
米澤総務副局長より開会の辞が述べられ、山岡会長の挨拶に続き、会長の
進行により議事が執り行われた。第 1号議案が、小林副会長より発議され、
「2018 年度事業報告」が承認された。今まで実施してきたそれぞれの事業
を発展させる形であるが、特筆として「建築 100 人展 2016 上野浅草展」
におけるオープニングイベントの開催があげられる。特別企画として「長
崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の写真展・シンポジウムを実施し、
その後に続いて隅田川船上でのオープニングパーティを実施した。第 2号
議案として露木財務委員長より「2018 年度収支決算報告」がなされ、阿部、
小辻両監事より適正な活動であることが会計監査報告され、承認された。
第 3号議案「2019 年度事業計画」、第 4号議案「2019 年度収支予算」につ
いても承認された。

１．2019 年度定期総会

２．講演会 /如学会トーク
東京急行電鉄株式会社　渋谷開発事業部副事業部長　西澤信二氏による「エ
ンタテイメントシティ SHIBUYA の実現に向けて」と題した講演会が、三好
副会長の司会により行われた。
講演の内容については、日刊建設工業新聞社の山口氏の記事を参照願い
たい。

如学会　2018年度（平成30年度）収支決算 及び2019年度（令和1年度）予算案

原口兼正校友会長挨拶 勝又英明教授挨拶 吉田勝氏に
特別功労者表彰

堀場弘教授挨拶 斉藤博副会長挨拶

定期総会

ご来賓挨拶

如学会   2019年度　定期総会・講演会・懇親会報告
2019 年 6 月 1日 [ 土 ]　　会場：渋谷エクセルホテル東急 総務局長　小林秀憲（S57 卒） 財務委員長　露木博視（S55 卒）

（単位：円）
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浅草展
会場：｢隅田公園リバーサイドギャラリー｣

11:00-19:00 入場無料

P19
参照

特別企画Ⅰ：｢手塚貴晴・由比展｣
特別企画Ⅱ：｢多様な相と多彩な眼｣

● 今回より、多彩な審査員団による数々のユニークな賞が授与されます
● 記念講演会・シンポジウム／手塚貴晴氏・淵上正幸氏（予定）
● オープニングパーティ・表彰式　
　日時：2020 年 3月 7日［土］18:00-20:30
　会場：｢BEARS TABLE」
※詳細は、メールマガジン、如学会HPにてお知らせします。

  東京都市大学「建築 100人展 2019」/ 浅草展

ホームページのご案内

会費・支援費納入のお願い

郵便局　払込取扱票No.00160-0-174206　 如学会

会費：3,000 円（1年分）／ 10,000 円（4年分･割引料金）

支援費：5,000 円／一口

如学会の今年度後半の主な行事は
下記の通りです。多くの会員の皆
様のご参加をお待ちしております。

建築学科同窓会誌

2020.03.07     -03.15[土] [日]

是非とも旧友、先輩、後輩にご連絡いただき、会費納入の促進
にご協力いただけるようにお願いします。そして、積極的に如
学会活動にご参加下さい。仕事にキャリアにも多くのメリット
があります。会費・支援費のご納入いただいた方々は、如学会
NEWSに添付の納入者リストにご芳名を掲載させていただいてお
ります。

納入頂ける方は必ず「内訳」をご記入の上、振込頂くようお
願い致します。如学会NEWSに同封の専用の振込用紙を用いな
い場合は下記口座をご利用ください。

定期総会･講演会・懇親会
2020.06.06     [土] 15:30-20:00

※詳細はメールマガジンで追ってお知らせします。
　ＨＰもご覧下さい。

15:30
16:30

16:45
17:45

18:00
20:00

定期総会

講演会

懇親会

●渋谷エクセルホテル東急

休憩

休憩

●

●

●

●

●

●

鈴木　浩

鈴木　浩

山口　裕照

勝又　英明

酒井　孝博

株式会社　はやと企画

山岡　嘉彌

松成　和夫

露木　博視

山岡　嘉彌

編集後記

各事業の申し込み
問い合わせ先

総務局長
小林秀憲

E-mail
jogakkai.info@jogakkai.jp

東京都市大学建築学科如学会
東京都世田谷区玉堤1-28-1

〒158-8557

2019年12月15日

台風により大学が浸水しました。理
由については、現時点では大学から
統一した見解が示されていません。
建築学科棟は、膝下まで水が来まし
た。大学職員の方から下水に浸かっ
た椅子を先生方と消毒したと聞きま
した。学生に復旧作業を手伝わせな
かったのは、下水による浸水で怪我
や健康面で危険な状況に晒したくな
いとの意図があったようです。10 月
17 日、世田谷キャンパスに行った
時は、図書館側は立ち入り禁止で、
4 号館側も大学の技術員を呼び出さ
ないと入れない状況でした。浸水し
た建築学科棟の 1 階は綺麗な状態に
戻っていました。M2 階では主任教
授をはじめ教職員が対応を協議され
ていました。授業を再開するために、
使えなくなった教室の調整は他の
キャンパスにも及び、教職員の方は
大変苦労されたと思います。
被害額が提示されていませんが、在
校生に今何が必要かが重要だと思い
ます。授業を行うのに支障のある
ものの提供が急がれます。それには
卒業生の支援が必要です。如学会も
義援金を募ります。ご協力の程宜し
くお願い致します。

丹羽譲治

（講演者：未定）

郵便振込以外の方法を紹介（詳しくは如学会ＨＰ）

■ URL: jogakkai.jp
■リニューアルポイント
　1. ホーム画面・メニューを一新しました。
　2.「お知らせ」、「如学会メールマガジン」を過去分も含め、
　　 ホームページから見ることができます。
　3.「会員サービス」を新設し、登録住所及び会費・支援
     費の納入状況の確認を自分でできます。

如学会恒例の最大イベントである「100 人展」は、大学展では中止となりましたが、浅草展は開催します。

丹羽　譲治

発行日

発行

制作・印刷

制作

エディトリアルデザイン

編集委員

編集顧問

情報委員長

発行人

編集長

＜多様な相と多彩な眼＞
第1回   UNIQUE RECOMMENDATION

今回より多彩な審査員団による数々のユニークな賞が授与されます

東京都市大学 
第 14 回「建築１〇 〇 人展 2019」

浅草展
第1回  UNIQUE RECOMMENDATION

【募集要項・出展要領】
出展された作品を審査団が事前に評価・選定します。

  2020年 1月 31日 [火 ]    申込締切り
  3月 3日 [水 ]    宅配・郵送搬入締切(大学) 
  3月 4日 [木 ]    作品持込AM
  3月 6日 [金 ]    審査Ａ
  3月 7日  [土 ]    審査Ｂ 
  3月 7日 [土 ]    表彰式－オープニングパーティ席上
            注：審査員の日程の都合により、Ａ，Ｂの２回に分かれます。

Ａ．募集作品
 I． 一般展示　－　従来通りの出展作品 [模型歓迎]
 II． 特別企画テーマ「アンビルド-UNBUILD」の出展作品

Ｂ．特別企画　－ ＜多様な相と多彩な眼＞
第1回  UNIQUE RECOMMENDATION

 I． 顕彰制度の導入　－　各種の賞を授与します
 II． 表彰式　－　「浅草展2019」オープニングパーティ席上

浅草展 2019･ オープニングパーティ会場：｢BEARS TABLE｣（予定）

オープニングパーティ 2018：東京湾クルーズ

浅草展 2018

第1回  UNIQUE RECOMMENDATION

24
Bu
lle
tin




